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み
ど
り
の
里
・
耳
納
風
景
街
道
の
一
つ
に
「
山
苞
「
（
や
ま
づ
と
）
の
道
」
が
あ
る
。
わ
ら
な
ど
で
包
ん
だ
山
里
の
贈
り
物
を
持
ち
帰
れ
る
里
の
意
味
を
込
め

て
い
る
。
耳
納
の
里
の
桜
や
ツ
ツ
ジ
、
つ
ば
き
な
ど
四
季
折
々
の
花
や
フ
ル
ー
ツ
、
植
木
・
苗
木
―
。
耳
納
の
山
里
の
心
の
込
も
っ
た
贈
り
物
だ
。
ま
た
、
山
里

風
景
や
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
か
ら
「
癒
し
」
や
「
新
し
い
発
想
」、
楽
し
く
生
き
る
「
楽
生
」
な
ど
形
の
な
い
贈
り
物
を
訪
れ
る
多
く
の
人
が
受
け
取
っ
て
い
る
。 

 

洋
画
家
で
歌
人
の
青
木
繁
は
久
留
米
生
ま
れ
（
明
治
１
５
年
）
、
２
１
歳
で
第
１
回
白
馬
賞
受
賞
。
妻
と
別
れ
、
家
族
と
故
郷
を
捨
て
て
放
浪
の
旅
へ
。
し
か

し
、
望
郷
の
思
い
を
た
ち
難
く
、
耳
納
連
山
の
北
麓
に
「
ふ
る
さ
と
」
の
原
風
景
を
強
く
感
じ 

 

「
わ
が
国
は
筑
紫
の
国
や
白
日
別
母
ゐ
ま
す
国
櫨
多
き
国
」 

と
詠
っ
た
。 

 

わ
ず
か
２
８
歳
、
結
核
で
命
を
絶
っ
た
。「
彼
の
山
の
さ
み
し
き
頂
よ
り
思
い
出
多
き
筑
紫
平
野
を
眺
め
、
怨
恨
と
憤
懣
と
呪
詛
を
捨
て
て
静
か
に
永
遠
の
平

安
な
る
眠
り
に
就
く
可
く
候
」
と
耳
納
の
ケ
シ
ケ
シ
山
（
兜
山
）
に
散
骨
を
願
い
、
永
遠
の
眠
り
に
つ
い
た
。
繁
は
ケ
シ
ケ
シ
山
に
幾
度
も
登
り
、
ス
ケ
ッ
チ
、

創
作
の
発
想
を
得
た
と
い
う
。
毎
年
、
３
月
２
５
日
の
命
日
に
近
い
日
曜
日
に
は
こ
の
山
で
「
ケ
シ
ケ
シ
祭
り
」
が
行
わ
れ
る
。
も
が
き
続
け
た
短
い
人
生
、
耳

納
の
お
山
に
、
安
ら
ぎ
と
「
癒
し
」
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
ケ
シ
ケ
シ
山
麓
の
道
に
は
、
秋
、「
柳
坂
曽
根
の
ハ
ゼ
並
木
」
が
青
木
繁
の
絵
画
へ
の
情
熱
を
表
す

よ
う
に
真
赤
に
紅
葉
す
る
。 

明
治
の
文
豪
・
夏
目
漱
石
も
ま
た
熊
本
の
五
高
教
授
時
代
、
し
ば
し
ば
耳
納
の
里
を
訪
れ
、
山
を
登
り
、
里
を
散
策
し
て
い
る
。
前
任
地
・
松
山
時
代
か
ら
「
子

規
さ
ん
あ
た
り
に
動
か
さ
れ
て
一
生
懸
命
句
作
し
た
」
頃
で
、
ま
だ
、
こ
の
時
期
に
は
小
説
は
書
い
て
い
な
い
。
耳
納
の
山
の
風
景
を
俳
句
に
映
し
、
散
策
の
中

で
、
小
説
家
へ
の
準
備
が
着
々
と
整
え
ら
れ
て
い
た
。
漱
石
は
、
白
馬
賞
を
受
賞
し
た
青
木
の
作
品
を
見
て
、
感
動
。
小
説
「
そ
れ
か
ら
」
で
も
青
木
を
取
り
上

げ
、
放
浪
に
姿
を
消
し
た
青
木
の
「
天
才
」
を
惜
し
ん
で
い
る
。 

○
耳
納
散
策
で
生
ま
れ
た
「
草
枕
」 

耳
納
の
山
か
ら
の
漱
石
へ
の
「
贈
り
物
」
は
、
俳
句
的
小
説
と
も
言
わ
れ
る
「
草
枕
」
だ
ろ
う
。
尾
根
を
歩
き
な
が
ら
、
眼
下
に
広
が
る
菜
の
花
で
黄
色
に
染

ま
っ
た
筑
後
平
野
、
真
っ
す
ぐ
飛
び
あ
が
っ
て
く
る
ヒ
バ
リ
。
そ
し
て
古
城
跡
の
桜
。
そ
ん
な
耳
納
の
山
越
え
か
ら
里
へ
の
風
景
を
織
り
込
み
、「
山
路
を
登
り

な
が
ら
、
こ
う
考
え
た
」
で
始
ま
る
美
を
生
命
と
す
る
新
小
説
「
草
枕
」
を
書
き
上
げ
た
。
漱
石
の
自
信
作
の
一
つ
だ
。
ま
た
、
耶
馬
渓
を
訪
ね
、
日
田
、
吉
井

（
う
き
は
市
）
を
経
て
久
留
米
へ
帰
る
途
中
、
山
川
追
分
（
久
留
米
市
）
で
人
力
車
の
車
夫
に
「
親
方
」
と
声
を
か
け
ら
れ
た
。
「
旦
那
」
で
も
な
く
「
先
生
」

で
も
な
い
。
そ
れ
を
お
か
し
が
り
、
後
に
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
小
説
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
に
描
き
込
ん
で
い
る
。
耳
納
の
山
と
そ
の
麓
の
風
景
、
人
々
が
漱
石
に
小

説
家
へ
の
新
し
い
道
を
拓
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

○
葦
平
、
カ
ッ
パ
に
惚
れ
る 

何
と
言
っ
て
も
、
土
地
の
人
々
に
親
し
み
を
感
じ
、
田
主
丸
に
通
い
詰
め
た
の
は
北
九
州
市
・
若
松
の
作
家
・
火
野
葦
平
③
。「
麦
と
兵
隊
」
な
ど
を
書
き
、

芥
川
賞
作
家
に
も
な
っ
た
葦
平
は
、
戦
後
、
追
放
さ
れ
落
胆
の
毎
日
を
送
っ
た
。
そ
ん
な
時
、
田
主
丸
の
河
童
伝
説
を
聞
き
、
ま
た
、
筑
後
川
に
潜
っ
て
、
大
き

な
鯉
を
抱
き
上
げ
る
よ
う
に
素
手
で
捕
え
る
河
童
人
間
「
鯉
と
り
ま
あ
し
ゃ
ん
」
と
も
出
会
っ
た
。
河
童
を
小
説
に
４
３
篇
も
書
き
、「
河
童
族
の
会
」
を
田
主

青
木
繁
、
夏
目
漱
石
、
火
野
葦
平
へ
の
贈
り
物 

 

山
里
の
道
、「
癒
し
」
の
里 

「
ほ
と
め
き
」
の
久
留
米 

 

「
ほ
っ
こ
り
」
う
き
は 



２ 

 

丸
の
仲
間
と
立
ち
上
げ
た
。
耳
納
の
里
に
は
、
い
た
ず
ら
坊
主
の
よ
う
な
、
ほ
ほ
え
ま
し
い
河
童
伝
説
が
多
く
、
川
べ
り
、
橋
の
欄
干
は
勿
論
、
山
の
中
で

も
河
童
像
と
出
会
う
。
田
主
丸
の
地
名
は
「
楽
し
く
生
ま
れ
る
」
こ
と
か
ら
き
て
い
る
と
い
う
。
耳
納
の
里
人
は
、
今
も
訪
れ
る
人
へ
の
優
し
さ
、「
ほ
っ
こ
り
」

と
し
た
人
情
を
感
じ
さ
せ
る
。
青
木
繁
、
漱
石
、
葦
平
は
、
耳
納
北
麓
で
の
景
色
と
そ
こ
で
暮
ら
す
人
々
と
の
、
出
会
い
の
中
で
、
癒
し
を
求
め
、
新
た
な
創
作
へ

心
を
向
か
わ
せ
、「
楽
生
」
の
心
を
育
て
た
の
だ
ろ
う
。 

○
春
爛
漫
、
そ
の
ま
ま
に 

青
木
繁
、
夏
目
漱
石
、
火
野
葦
平
が
愛
し
て
や
ま
な
か
っ
た
耳
納
山
麓
の
風
景
。
そ
れ
は
自
然
の
贈
り
物
だ
け
で
は
な
い
。
多
く
の
人
が
、
花
づ
く
り
、
家
づ
く

り
、
景
観
づ
く
り
の
努
力
を
積
み
重
ね
、
大
切
に
引
き
継
が
れ
た
も
の
だ
。
心
を
和
ま
せ
る
古
寺
や
神
社
は
山
間
に
多
い
。
樹
齢
三
〇
〇
年
と
い
う
つ
ば
き
の
古
木

が
、
今
も
花
を
い
っ
ぱ
い
に
咲
か
せ
、
古
寺
、
神
社
を
巡
る
人
を
迎
え
て
く
れ
る
。
室
町
時
代
の
茶
道
に
由
来

す
る
と
聞
い
た
。
桜
、
ツ
ツ
ジ
、
あ
じ
さ
い
寺
も
あ
る
。 

春
、
山
里
を
歩
く
と
、
梅
、
桜
、
ツ
ツ
ジ
が
山
野
や
家
々
に
咲
き
乱
れ
、「
春
爛
漫
」
の
言
葉
そ
の
ま
ま
の

景
色
の
中
に
入
っ
て
行
く
。
自
然
の
山
野
に
加
え
て
、
耳
納
山
麓
の
人
び
と
の
挫
け
る
こ
と
の
な
い
志
に
よ
っ

て
こ
の
風
景
が
創
ら
れ
た
こ
と
は
、「
植
木
発
祥
之
碑
」
⑭
の
説
明
で
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
藩
政
時
代
の
櫨

蝋
の
生
産
か
ら
、
今
日
の
日
本
有
数
の
植
木
産
地
と
な
る
ま
で
に
は
、
多
く
の
労
苦
と
た
ゆ
ま
ぬ
品
種
改
良
・

研
究
の
努
力
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
た
の
だ
。
永
年
の
苦
労
の
末
、
誕
生
し
た
巨
峰
ブ
ド
ウ
は
、
そ
の
名
の
よ
う

に
、
た
わ
わ
に
大
き
な
粒
の
房
を
付
け
、
ブ
ド
ウ
狩
り
を
一
層
楽
し
く
し
、
巨
峰
ワ
イ
ン
の
甘
酸
っ
ぱ
さ
は
忘

れ
ら
れ
な
い
味
と
な
る
だ
ろ
う
。 

○
シ
ー
ボ
ル
ト
が
愛
し
た
椿 

 

草
野
の
古
民
家
は
つ
ば
き
や
ツ
ツ
ジ
の
古
木
を
大
切
に
世
話
し
て
い
る
。
久
留
米
つ
ば
き
「
正
義
（
ま
さ
よ

し
）」
な
ど
、
シ
ー
ボ
ル
ト
に
よ
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
が
り
、
人
々
を
魅
了
し
た
。
久
留
米
市
（
草
野
）
に

「
世
界
つ
ば
き
館
」
⑧
が
開
館
し
て
、
つ
ば
き
園
と
共
に
、
つ
ば
き
の
美
の
広
が
り
と
深
さ
を
知
る
こ
と
が
出

来
る
。
有
名
な
久
留
米
ツ
ツ
ジ
も
、
春
の
主
役
と
な
っ
て
、
百
年
公
園
や
緑
化
セ
ン
タ
ー
、
個
人
宅
や
道
沿
い

に
咲
き
誇
っ
て
い
る
。
植
木
市
で
は
気
に
入
っ
た
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
苗
木
を
買
っ
て
帰
る
人
が
多
い
。 

〇
癒
し
を
求
め
て 

吉
井
（
う
き
は
市
）
の
街
は
、
豪
壮
な
商
家
や
蔵
が
並
び
、
白
壁
通
り
散
策
す
る
人
が
多
い
。
そ
の
町
並
み

と
共
に
、
人
々
を
ひ
き
つ
け
る
の
は
、
隈
上
川
を
さ
か
の
ぼ
っ
た
「
山
里
ひ
め
は
る
」（
う
き
は
市
新
川
・
田

篭
地
区
）。
秋
、
黄
金
に
染
ま
っ
た
棚
田
の
畔
を
曼
珠
沙
華
が
赤
く
縁
ど
る
。「
つ
づ
ら
棚
田
」
⑱
は
棚
田
百
選

に
選
ば
れ
た
。
九
州
北
部
豪
雨
（
平
成
２
４
年
）
で
石
垣
が
崩
壊
、
田
は
土
砂
で
埋
ま
っ
た
が
、
こ
の
山
里
や
棚
田
を
愛
す
る
人
々
が
駆
け
つ
け
、
美
し

く
蘇
っ
た
。 

 

こ
の
一
帯
は
茅
葺
屋
根
や
「
く
ど
造
り
」
の
民
家
①
や
石
垣
な
ど
山
里
の
原
風
景
を
保
ち
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
の
ほ
か
、
名
水
百
選
「
清
水
湧

水
」、
水
源
の
森
百
選
「
調
音
の
滝
」、
森
林
浴
百
選
「
長
岩
公
園
」
が
あ
り
、
心
や
体
の
「
癒
し
」
を
求
め
て
多
く
の
人
が
訪
れ
る
。 

み
ど
り
の
里
・
耳
納
風
景
街
道
は
そ
ん
な
豊
か
な
山
辺
の
道
、
山
里
、
懐
か
し
い
町
並
み
の
道
で
あ
る
。 

「親方と呼びかけられし毛布哉」―漱石の句碑 ③ 鯉とりまあしゃんと語り合う葦平 

そこには、とっておきの物語があります 



3 

 

 

み
ん
な
を
幸
せ
に
す
る
道 

 

「
楽
し
く
生
ま
る
」
に
由
来
す
る
田
主
丸
（
た
ぬ
し
ま
る
）
と
い
う
地
名
や
、
訪

れ
る
人
へ
の
も
て
な
し
心
を
表
す
「
ほ
と
め
き
」
と
い
う
言
葉
、
山
か
ら
贈
り
物
と

い
う
意
味
を
込
め
て
名
付
け
た
「
山
苞
（
や
ま
づ
と
）
の
道
」
。
こ
の
山
里
を
、
訪

ね
る
人
、
暮
ら
す
人
、
み
ん
な
を
幸
せ
に
す
る
風
景
街
道
だ
。 

 

耳
納
連
山
の
北
麓
を
走
る
「
み
ど
り
の
里
・
耳
納
風
景
街
道
」
は
花
と
果
実
と
植
木
の
山

里
の
道
だ
。
山
麓
を
筑
後
川
が
悠
々
と
流
れ
、
か
つ
て
天
領
・
日
田
と
久
留
米
を
結
ぶ
豊
後

街
道
（
現
在
の
国
道
２
１
０
号
）
と
共
に
人
と
物
と
文
化
を
運
ん
だ
。
筑
後
川
の
豊
か
な
水

は
穀
倉
平
野
を
つ
く
り
、
耳
納
連
山
か
ら
の
「
水
縄
（
み
の
う
）
」
の
清
流
と
湧
水
は
果
樹
を

実
ら
せ
、
花
木
の
苗
木
を
育
て
、
独
特
の
風
景
街
道
を
形
作
っ
て
い
る
。
豊
後
街
道
は
草
野

や
吉
井
の
街
な
ど
、
か
つ
て
城
下
町
あ
る
い
は
在
郷
町
、
そ
し
て
豊
か
な
農
産
物
の
集
散
地

と
し
て
栄
え
、
寺
社
や
白
壁
の
旧
家
、
堀
割
が
今
も
そ
の
面
影
を
残
し
、
そ
ぞ
ろ
歩
き
を
楽

し
む
人
が
多
い
。 

 

散
策
に
は
四
季
折
々
、
久
留
米
市
で
５
コ
ー
ス
、
う
き
は
市
で
２
コ
ー
ス
、
計
７
コ
ー
ス

が
あ
る 

春
か
ら
初
夏
へ
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ツ
ツ
ジ
・
サ
ツ
キ
、
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
な
ど
が
百
花
繚
乱
。

「
浅
井
の
一
本
桜
」
㉞
や
夏
目
漱
石
が
愛
し
た
発
心
公
園
の
桜
な
ど
桜
回
廊
が
出
来
る
。
草

野
や
吉
井
の
街
歩
き
で
は
、
春
に
は
「
お
ひ
な
さ
ま
祭
り
」
㉕
「
小
さ
な
美
術
館
め
ぐ
り
」

な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
街
の
歴
史
を
知
る
に
は
小
さ
い
な
が
ら
歴
史
民
俗
資
料
館
が
充

実
し
て
い
る
。
町
か
ら
麓
に
足
を
運
ぶ
と
、
花
や
苗
木
を
求
め
る
家
族
連
れ
が
、
大
き
な
植

木
セ
ン
タ
ー
や
植
木
屋
さ
ん
が
道
沿
い
庭
先
に
開
く
小
さ
な
植
木
市
を
覗
い
て
回
る
。 

秋
は
ハ
ゼ
並
木
や
イ
チ
ョ
ウ
の
大
木
が
赤
や
黄
色
に
紅
葉
、
ブ
ド
ウ
や
ナ
シ
狩
り
を
楽
し

む
人
々
が
や
っ
て
く
る
。
散
策
に
は
、「
ハ
ゼ
並
木
」
や
銀
杏
、
ブ
ド
ウ
、
ナ
シ
、
カ
キ
の
果

樹
園
が
待
っ
て
い
る
。
特
産
「
巨
峰
」
は
そ
の
名
の
通
り
大
き
く
甘
い
実
の
豊
か
な
房
を
付

け
、
ワ
イ
ン
工
場
で
は
、
巨
峰
ワ
イ
ン
が
楽
し
め
る
。 

冬
は
ウ
メ
の
白
と
深
紅
の
花
が
、
ま
た
世
界
か
ら
集
め
ら
れ
た
色
も
形
も
と
り
ど
り
の
ツ

バ
キ
が
花
開
く
。
久
留
米
市
世
界
の
つ
ば
き
館
⑩
や
久
留
米
つ
ば
き
園
、
そ
し
て
家
々
の
庭

に
白
梅
、
紅
梅
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
が
花
開
い
て
冬
の
「
花
街
道
」
を
造
っ
て
い
る
。 

 

訪
れ
る
人
、
住
む
人
も 

楽
し
く
生
き
る
ー
「
田
主
丸
」 

④ひょうきんな河童像＝ＪＲ久大線・田主丸駅

のホームでは、巨大なカッパがお出迎え。 

 

赤いマフラーを首に巻いた恵比寿さま＝

その「えびす顔」が人々の心をなごませる

（草野）。 
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高
良
大
社
⑤
の
麓
一
帯
に
広
が
る
王
子
憩
の
森
を
中
心
と
し
た
コ
ー
ス
。
そ
の
先
に
は
弥
生
時

代
の
安
国
寺
甕
棺
群
、
奈
良
時
代
の
「
筑
紫
の
国
大
地
震
」
の
跡
「
水
縄
断
層
」（
山
川
前
田
遺
跡
）、

高
良
大
社
へ
の
山
道
に
見
ら
れ
る
神
籠
石
、
さ
ら
に
九
州
征
伐
に
来
た
秀
吉
が
陣
を
張
っ
た
吉
見

城
跡
な
ど
歴
史
遺
産
が
豊
富
。
桜
の
ト
ン
ネ
ル
の
四
百
階
段
⑧
を
登
る
と
不
動
明
さ
ま
⑥
が
待
っ

て
い
る
。
王
子
若
宮
八
幡
宮
・
王
子
池
で
は
３
５
０
年
間
続
く
伝
統
の
花
火
動
乱
蜂
⑦
、
㉝
が
行

わ
れ
る
。
王
子
池
な
ど
桜
、
紅
葉
の
名
所
が
多
い
。 

     

⑥ 四百段の階段を登ると古宝殿城
跡に不動明さまが待っている。 

 

⑤ 高良大社 

 

散
策
コ
ー
ス
＝
Ｊ
Ｒ
久
大
本
線
・
御
井
駅
―
漱
石
句
碑
―
水
縄
断

層
―
王
子
若
宮
八
幡
宮
・
王
子
池
―
四
百
段
階
―
古
宝
殿
城
跡
―

放
光
寺
浄
水
場
な
ど
（
約
５
㎞
） 

 

サクラ回廊と歴史ドラマを体感する道 

⑦ 無形文化財，花火動乱蜂の碑 

 

⑧ 王子池から桜のトンネルを登る四百段の階段 
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耳
納
の
四
季
を
感
じ
る
道
（
久
留
米
市
・
山
本
校
区
） 

 

花
・
紅
葉
が
美
し
い
。
全
国
街
路
樹
１
０
０
選
「
柳
坂
曽
根
の
ハ
ゼ
並
木
」
㉟
を
は
じ
め
、
浅
井
の
一
本
桜
㉞
、
久
留
米
市
世
界
つ
つ
じ
セ
ン
タ
ー
⑩
、

龍
護
山
千
光
寺
（
あ
じ
さ
い
寺
）
⑩
、
紅
葉
の
永
勝
寺
、
蝋
梅
園
な
ど
花
の
名
所
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
。
ま
た
洋
画
家
・
青
木
繁
の
歌
碑
が
あ
り
、
永
勝
寺

か
ら
は
青
木
繁
が
愛
し
た
耳
納
連
山
・
ケ
シ
ケ
シ
山(

兜
山)

へ
の
登
山
道
が
あ
り
、
山
頂
に
も
坂
本
繁
二
郎
が
筆
を
執
っ
た
歌
碑
が
あ
る
。
観
興
寺
、
福

巖
寺
、
老
松
宮
な
ど
古
寺
、
ま
た
西
泉
、
中
泉
、
東
泉
天
満
宮
、
生
目
八
幡
宮
な
ど
神
社
も
多
い
。 

 

  

⑨ 

久
留
米
市
世
界
つ
つ
じ
セ
ン
タ
ー 

 

久
留
米
市
政
百
周
年
で
世
界
か
ら
集
め
ら

れ
た
ツ
ツ
ジ
約
１
６
０
０
品
種
２
万
本
以
上

を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
。 

 

散策コース＝（東ルート） 山本コミュニティセンタ

ー前（バス停）―源正院稲荷大明神―西泉天満・水谷

水車群跡―浅井の一本桜 

（西ルート） 道の駅くるめ―ハゼ並木―永勝寺―千

光寺、あるいは上野家住宅御成間・庭園（約９㎞） 

千光寺 
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散策コース＝JR 筑後草野―発心公園―久

留米つばき園―石垣―若富八幡宮―古木

（個人宅）―世界のつばき館―山辺道文化

館―鹿毛邸―草野歴史資料館―須佐能袁神

社―専念寺(約９㎞) 

⑪ 発心公園＝草野氏の居城跡。春に

は１７０本以上のサクラが満開。歴代

久留米藩主が花見に訪れた名所。 

⑫ 専念寺＝本堂や内陣は金泥、朱塗

りで格天井は龍、四方に極楽浄土。「九

州の日光」と呼ばれる。 

⑬ 山辺道文化館＝旧病院を歴史建造

物として保存。国の登録有形文化財で２

階には喫茶室がある。 

 

つ
ば
き
・
ツ
ツ
ジ
と
町
並
み
に
魅
了
さ
れ
る
道

（
草
野
校
区
） 

⑩久留米市世界のつばき館＝ガラスハウスにはベトナム、

中国などから集められたツバキ１００種以上。 

草
野
は
城
下
町
、
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
歴
史
の
町
で
あ
る
と
共
に
、
世
界
の
ツ
バ
キ
、

ツ
ツ
ジ
の
華
や
か
で
珍
し
い
花
を
観
賞
で
き
る
花
の
街
で
も
あ
る
。
開
館
し
た
ば
か
り
の

世
界
の
つ
ば
き
館
⑩
か
ら
、
地
元
の
人
々
が
創
っ
た
「
つ
ば
き
の
小
径
」
を
辿
っ
て
久
留
米

つ
ば
き
園
へ
。
個
人
の
旧
家
に
も
樹
齢
３
０
０
年
を
超
え
る
つ
ば
き
が
咲
き
誇
っ
て
い
る
。

久
留
米
つ
ば
き
「
正
義
（
ま
さ
よ
し
）
」
は
江
戸
末
期
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
オ
ラ
ン
ダ
に
持
ち

帰
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
が
っ
た
。
鎌
倉
以
来
３
０
０
年
以
上
こ
の
地
を
領
国
と
し
た
草

野
氏
が
創
建
、
再
建
し
た
寺
社
が
多
い
。
須
佐
能
袁
神
社
㊳
、
そ
の
近
く
の
専
念
寺
⑫
な
ど

は
き
ら
び
や
か
な
装
飾
が
施
さ
れ
て
、
一
門
の
繁
栄
を
今
に
伝
え
る
。 
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阿
蘇
神
社
の
大
楠
は
樹
齢
１
５
０
０
年
、
太
い
根
が
が
っ
ち

り
大
地
を
つ
か
み
、
高
さ
２
３
ｍ
だ
。
内
山
緑
地
へ
は
カ
イ
ヅ

カ
イ
ブ
キ
の
大
木
が
並
ぶ
坂
を
の
ぼ
っ
て
行
く
。
山
裾
を
真
っ

白
に
す
る
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
が
春
を
告
げ
る
。
し
だ
れ
桜
の
並
木

も
あ
る
。
雲
遊
寺
で
は
山
桜
の
大
木
が
待
っ
て
い
る
。
国
道
２

１
０
号
沿
い
に
「
植
木
発
祥
の
地
」
の
記
念
碑
⑭
が
あ
り
、
江

戸
時
代
か
ら
の
先
達
た
ち
の
植
木
栽
培
の
苦
労
が
偲
ば
れ
る
。 

 

                 

    

 
木
々
の
緑
で
あ
ふ
れ
る
道
（
久
留
米
市
田
主
丸
・
竹
野
校
区
） 

 

春を告げるハナモクレンの群生 

散策コース＝山苞の駅―阿蘇神社―

内山緑地―しだれ桜並木―山汐の大

岩―雲遊寺―飛塚神社（約８㎞） 

○
コ
ラ
ム 

植
木
３
０
０
年
の
里 

 

国
道
２
１
０
号
沿
い
、
諏
訪
神
社
に
隣
接

し
て
、
記
念
の
石
碑
「
植
木
苗
木
発
祥
地
の

碑
」
が
建
っ
て
い
る
。
碑
文
に
よ
る
と
、「
藩

政
と
天
災
と
人
災
に
さ
い
な
ま
れ
る
農
民
が

選
ん
だ
副
業
」
で
、
江
戸
・
元
禄
元
年
か
ら
、

ツ
ツ
ジ
、
つ
ば
き
、
牡
丹
な
ど
の
育
苗
が
始
ま

っ
た
。 

江
戸
中
期
の
ハ
ゼ
栽
培
か
ら
本
格
化
し
た

植
木
業
は
、
代
々
受
け
継
が
れ
改
良
さ
れ
た

栽
培
技
術
も
あ
っ
て
発
展
。
戦
中
の
食
糧
難

時
代
に
は
中
断
す
る
な
ど
、
苦
労
を
乗
り
越

え
、
育
苗
技
術
の
研
究
開
発
の
努
力
の
甲
斐

あ
っ
て
、
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
っ
た
。
経
済
成

長
、
マ
イ
ホ
ー
ム
ブ
ー
ム
、
緑
化
運
動
な
ど
を

経
て
現
在
で
は
一
大
産
地
に
ま
で
成
長
し
て

い
る
。 

春
の
訪
れ
と
共
に
植
木
市
が
開
か
れ
「
発

祥
の
地
」
と
し
て
毎
年
、
久
留
米
市
百
年
公
園

で
「
久
留
米
植
木
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
、
ツ
ツ

ジ
、
梅
、
桜
、
椿
な
ど
が
展
示
即
売
さ
れ
る
。 

⑭ 
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九
州
最
大
の
前
方
後
円
墳
と
さ
れ
る
田
主
丸

大
塚
古
墳
⑯
周
辺
は
こ
れ
ま
で
の
古
墳
公
園
を

拡
大
す
る
形
で
整
備
さ
れ
た
。
古
墳
は
全
長
１
０

３
ｍ
、
後
円
部
の
直
径
は
６
０
ｍ
。
こ
の
地
が
古

代
か
ら
栄
え
て
き
た
こ
と
を
物
語
る
。
す
ぐ
近
く

に
は
山
苞
の
道
。
こ
の
通
り
名
は
源
氏
物
語
に
由

来
す
る
。 

周
辺
は
ブ
ド
ウ
畑
が
続
き
、
特
に
巨
峰
ブ
ド
ウ

は
農
家
が
研
究
所
を
造
り
、
「
巨
峰
狩
り
」
の
観

光
バ
ス
が
訪
れ
る
ま
で
の
産
地
に
育
て
上
げ
た
。

約
２
０
０
ｍ
山
道
を
辿
る
と
巨
峰
ワ
イ
ン
工
場
。

石
組
み
の
貯
蔵
庫
な
ど
も
あ
り
巨
峰
ワ
イ
ン
を

楽
し
め
る
。
隣
接
し
て
紅
乙
女
の
祥
酎
工
場
や
レ

ス
ト
ラ
ン
な
ど
も
あ
る 

   
巨峰とワイン、山苞の道

（久留米市田主丸・水縄校区） 

散
策
コ
ー
ス
＝
王
塚
古
墳
歴
史
公
園
―
山

苞
の
道
―
巨
峰
ワ
イ
ン
ー
紅
乙
女
―
石
垣

山
観
音
堂 

 
 
 
 
 
 
 

（
９
㎞
） 

⑮ 山苞の道＝苞はワラに包まれた土産物を意味する。

地元の有志でつくる山苞の会が活動主体で「手にも心に

もお土産を持って帰ってもらおう」と種々のイベントを

行っている。 

⑯ 田主丸大塚古墳＝６世紀後半の前方後円墳で九州

最大の規模。田主丸一帯を支配した豪族の墓と思われ

る。 
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吉
井
町
は
江
戸
時
代
、
豊
後
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
、
明
治
に
な
る
と

商
業
、
金
融
、
醸
造
業
が
集
ま
り
栄
え
た
。
そ
の
名
残
を
を
と
ど
め
る
白

壁
の
大
き
な
家
⑰
が
軒
を
並
べ
て
い
る
。
住
居
と
蔵
が
一
緒
に
な
っ
た

「
居
蔵
」
や
土
蔵
、
屋
敷
な
ど
の
伝
統
的
な
建
築
物
群
。
白
壁
は
大
家
の

経
験
か
ら
防
火
の
た
め
漆
喰
で
塗
り
込
め
、
２
階
の
窓
は
鉄
の
扉
で
守

ら
れ
て
い
る
。「
う
だ
つ
」
を
あ
げ
て
い
る
家
も
あ
る
。
ま
た
、
五
庄
屋

の
努
力
で
築
堤
さ
れ
た
大
石
堰
㊴
か
ら
の
清
流
が
街
な
か
を
潤
す
「
水

の
街
」
で
も
あ
る
。 

 

白壁の町めぐり（うきは市吉井） 

⑰「水清く、商家軒を連ねる」と江戸時代から、町並みの美しさが

称えられた。白壁の住家、蔵が百数十軒も残っている。 

散策コース＝観光会館・「土蔵」―菊竹六皷古記念館―

「居蔵の館」―白壁通り―国道２１０号（白壁通り）―金

子文夫資料館―水神社―吉井歴史民俗資料館（約 1.1 ㎞） 
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秋
。
日
本
棚
田
百
選
・「
つ
づ
ら
棚
田
」
⑱
は
真
っ
赤
な
彼
岸
花
が
畔
を

縁
取
り
、
実
っ
た
稲
穂
と
共
に
、
日
本
の
原
風
景
を
描
く
。
九
州
北
部
豪

雨
（
平
成
２
４
年
）
で
石
垣
が
壊
れ
、
土
砂
で
棚
田
は
埋
ま
っ
た
が
、
こ

の
棚
田
を
愛
す
る
人
び
と
の
活
動
で
蘇
り
つ
つ
あ
る
。
夏
は
隈
上
川
の
清

流
、
舞
う
ホ
タ
ル
、
そ
し
て
茶
畑
。
四
季
折
々
、
山
里
の
風
景
が
展
開
す

る
。
周
り
の
森
林
に
は
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
」
が
整
備
さ
れ
、
癒
し

の
散
策
路
と
な
っ
て
い
る
。
素
朴
な
山
菜
料
理
も
。 

                         

 

つづら棚田と森林セラピーの道（うきは市） 

 

散策ルート＝つづら山荘―つづらの棚

田―長岩公園―くど造り民家・平川家。

「調音の滝」や森林セラピーロード 

 

⑱ つづら棚田(うきは市新川・田篭地区) 

調
音
の
滝
㉛ 

 

巨
瀬
川
の
上
流
、
妹
川
地
区
に
あ
る
調

音
の
滝
は
、
水
の
音
が
〝
調
べ
〟
の
よ

う
に
聞
こ
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
前

が
あ
り
、
こ
こ
を
出
発
点
に
セ
ラ
ピ
ー

ロ
ー
ド
が
作
ら
れ
て
い
る
。 

⑲ 
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み
ど
り
の
里
・
耳
納
風
景
街
道
の
魅
力
は
「
歩
く
楽
し
み
」
だ
。
ツ
バ
キ
・
サ
ク
ラ
・
ツ
ツ

ジ
を
は
じ
め
、
四
季
折
々
の
花
々
が
咲
き
誇
る
。
文
豪
・
夏
目
漱
石
や
天
才
洋
画
家
・
青
木
繁

が
愛
し
た
ゆ
え
ん
だ
。
麓
に
降
り
る
と
、
白
壁
の
街
が
待
っ
て
い
る
。
四
百
年
の
城
下
町
の
草

野
、
白
壁
の
街
・
吉
井
を
歩
く
と
、
時
代
を
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
す
る
。 

 

○
高
良
大
社 

古
代
の
人
は
、
風
景
を
見
る
目
が

雄
大
だ
、
と
つ
く
づ
く
思
う
。
耳
納

連
山
は
筑
後
川
の
南
側
に
沿
っ
て

東
西
に
約
２
０
㎞
続
く
「
屏
風
」
の

よ
う
に
急
峻
な
崖
の
多
い
山
地
。
そ

の
姿
か
ら
「
景
行
天
皇
は
生
葉
山
を

船
山
と
な
し
、
高
羅
山
を
梶
山
と
な

し
船
を
造
り
」（
肥
前
国
風
土
記
）
と

伝
え
、
耳
納
山
地
全
体
を
船
に
見
立

て
表
現
し
て
い
る
。 

こ
の
連
山
は
九
州
島
を
二
つ
に

割
る
中
央
構
造
線
の
北
側
の
一
部

で
、
古
生
代
に
断
層
活
動
で
大
地
が

押
し
上
げ
ら
れ
て
耳
納
連
山
が
出

来
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。
高
良
大
社

へ
の
登
り
口
を
左
に
入
る
と
、「
水
縄
断
層
」（
山
川
前
田
遺
跡
・
国
指
定
天
然
記
念
物
）
が
あ

る
。
天
武
の
大
地
震
（
日
本
書
紀
、
６
７
９
年
）
を
引
き
起
こ
し
た
断
層
活
動
の
跡
。
記
録
に

残
る
日
本
最
古
の
大
地
震
で
、
地
割
れ
が
幅
６
ｍ
、
長
さ
９
㎞
に
渡
っ
て
土
地
を
引
き
裂
い
た
。

こ
こ
は
地
球
規
模
の
地
殻
変
動
の
現
場
で
も
あ
る
。 

 ○
い
き
な
り
夏
目
漱
石 

 

久
大
本
線
御
井
駅
か
ら
麓
へ
向
か
う
。
旧
道
に
出
た
と
こ
ろ
に
、
夏
目
漱
石
の
句
碑
（
２
ｐ

下
右
写
真
）
が
あ
っ
た
。
突
然
、
明
治
の
文
豪
の
登
場
で
あ
る
。
明
治
３
２
年
、
大
分
・
耶
馬

渓
か
ら
の
帰
り
、
久
留
米
に
向
か
っ
て
い
た
漱
石
に
、
客
待
ち
し
て
い
た
人
力
車
の
車
夫
が
「
親

方
―
」
と
い
き
な
り
声
を
か
け
て
き
た
。「
乗
っ
て
い
か
ん
か
」
。
そ
れ
が
漱
石
に
は
お
か
し
く

て
。 

 親
方
と 
呼
び
か
け
ら
れ
し 

毛
布
哉 

 

余
程
、
印
象
的
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
小
説
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
」
に
こ
の
シ
ー
ン
を
使
っ
て
い
る
。 

人
々
は
耳
納
連
山
を
霊
山
と
し
て
仰
ぎ
見
た
。
高
良
山
は
３
１
２
ｍ
ほ
ど
。
鎮
座
す
る
の
は
、

高
良
大
社
⑤
。
麓
の
石
造
大
鳥
居
か
ら
旧
参
道
の
坂
道
を
登
る
。
登
山
と
い
う
よ
り
、
き
つ
め

 
① 

耳
納
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
（
高
良
山
か
ら
発
心
公
園
） 

 

②  

白
壁
の
道
・
そ
ぞ
ろ
歩
き 

 

③ 

草
野 

山
辺
の
道
へ 

 

④ 

癒
し
の
森
へ
、
よ
う
こ
そ 

高良大社本殿の裏山はツツジの原種が満開となる。 

㉑黄金色の孟宗竹（天然記念物） ⑳神籠石が山を守る 

①
耳
納
ス
カ
イ
ラ
イ
ン ㉒ 耳納スカイライン 

夏目漱石が愛した耳納連山の尾根歩き。ここ

から代表作が生まれた。 
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の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
家
族
連
れ
も
多
い
。
途
中
、
大
き
な
石
組
み
の
「
神
籠
石
」
⑳
が
あ

る
。
大
宰
府
の
水
城
と
同
じ
時
代
の
山
城
防
衛
線
だ
が
、
列
石
が
か
な
り
欠
け
て
い
る
の

は
「
天
武
の
大
地
震
」
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
。
約
１
時
間
で
展
望
台
、
さ
ら
に
急
な
石

段
を
登
っ
て
社
殿
に
た
ど
り
着
く
。
格
式
は
高
く
正
一
位
、
「
筑
後
一
の
宮
」
。
勿
論
、
車

道
で
参
詣
す
る
人
が
多
い
。 

 拝
殿
に 

花
吹
き
込
む
や 

鈴
の
音 

 

高
良
山
は
連
山
の
西
端
が
最
も
低
く
、
東
へ
伸
び
る
稜
線
は
次
第
に
高
さ
を
増
し
、
鷹

取
山
（
８
０
２
ｍ
）
に
至
る
。
見
ど
こ
ろ
は
多
い
。
何
と
い
っ
て
も
眼
下
に
広
が
る
筑
後

平
野
と
悠
々
と
流
れ
る
筑
後
川
。
夕
日
に
照
ら
さ
れ
て
輝
く
光
の
川
に
変
身
す
る
。 

 

菜
の
花
の 

遥
か
に
黄
な
り 

筑
後
川 

 

○
花
の
山 

高
良
大
社
周
辺
に
は
金
色
の
孟
宗
竹
（
国
指
定
天
然
記
念
物
）
㉑
が
群
生
、
境
内
に
は
、

樹
齢
３
０
０
年
と
い
わ
れ
る
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
を
品
種
改
良
し
た
ツ
ツ
ジ
の
原
種
が
濃
い

紅
色
の
花
を
咲
か
せ
る
。 

耳
納
連
山
は
花
の
山
で
も
あ
る
。
一
番
人
気
は
久
留
米
の
名
花
・
ツ
ツ
ジ
。
久
留
米
市
森
林

つ
つ
じ
公
園
へ
は
、
自
然
歩
道
を
歩
く
の
が
い
い
。「
草
笛
の
径
」
と
名
付
け
ら
れ
た
高
良
大
社

か
ら
奥
の
院
へ
の
小
道
を
辿
る
こ
と
約
３
０
分
。
開
花
時
期
に
は
、
山
斜
面
に
び
っ
し
り
植
え

ら
れ
た
ツ
ツ
ジ
の
古
木
が
赤
、
白
、
赤
紫
と
色
鮮
や
か
に
咲
き
誇
り
、
久
留
米
ツ
ツ
ジ
の
名
を

全
国
に
響
か
せ
る
。
善
道
寺
町
に
は
「
世
界
つ
つ
じ
セ
ン
タ
ー
」
⑨
が
あ
る
、
約
１
６
０
０
種
、

２
万
本
の
母
樹
園
や
種
の
保
存
の
た
め
の
母
木
園
が
あ
る
。
ツ
ツ
ジ
改
良
の
研
究
セ
ン
タ
ー
だ
。 

耳
納
山
麓
に
は
９
つ
の
自
然
歩
道
が
あ
る
。
サ
ザ
ン
カ
の
自
生
林
・
渓
雲
台
へ
の
「
石
雲
の

径
」。「
漱
石
の
径
」
も
あ
る
。
夏
目
漱
石
が
久
留
米
の
友
人
を
訪
ね
る
際
に
歩
き
、「
草
枕
」
に

も
書
い
た
道
が
辿
れ
る
。
漱
石
が
発
心
山
（
６
８
９
ｍ
）
城
跡
㉔
で
桜
見
を
し
て
、
筑
後
平
野

を
黄
色
に
染
め
た
菜
の
花
を
楽
し
ん
だ
時
の
句
。 

 濃
か
に 

弥
生
の
雲
の 

流
れ
け
り 

 

○
グ
ラ
イ
ダ
ー
が
飛
ぶ 

そ
の
空
を
か
つ
て
青
年
た
ち
が
飛
ん
だ
。
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
走
る
と
「
グ
ラ
イ
ダ
ー
山
」
と

名
付
け
ら
れ
た
頂
に
至
る
。
宇
宙
飛
行
士
・
若
田
光
一
さ
ん
が
学
ん
だ
九
州
大
学
工
学
部
航
空

学
科
。
多
く
の
学
生
が
航
空
機
飛
行
の
基
礎
を
学
ぶ
た
め
、
グ
ラ
イ
ダ
ー
で
こ
の
山
か
ら
大
空

に
羽
ば
た
い
た
。
昭
和
１
６
年
２
月
に
は
滞
空
時
間
１
３
時
間
４
１
分
の
日
本
記
録
を
達
成
し

た
。
そ
の
記
念
碑
も
あ
る
。 

宇
宙
飛
行
士
と
言
え
ば
、
う
き
は
市
出
身
の
エ
リ
ソ
ン･

オ
ニ
ヅ
カ
が
い
る
。
ス
ペ
ー
ス
シ

ャ
ト
ル
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
号
の
爆
発
で
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
（
１
９
８
６
年
）
。
オ
ニ
ヅ
カ
は

そ
の
３
年
前
、
故
郷
を
訪
れ
「
夢
へ
の
挑
戦
」
を

母
校
・
浮
羽
小
学
校
で
語
っ
て
い
る
。 

も
う
一
つ
、
珍
し
い
山
名
は
「
け
し
け
し
山
」

（
兜
山
）。
洋
画
家
・
青
木
繁
が
こ
の
山
に
散
骨

を
頼
む
と
遺
言
し
た
。「
小
生
は
彼
の
山
の
さ
み

し
き
頃
よ
り
思
い
出
多
き
筑
紫
平
野
を
眺
め
こ

の
世
の
怨
恨
と
憤
懣
と
呪
詛
を
捨
て
て
」
、
静
か

に
永
遠
の
眠
り
に
つ
く
こ
と
を
願
っ
た
。
二
十

㉓「親方と呼びかけられし毛布哉」漱石句碑 

水縄断層跡     グライダー山の道標 

㉔ 発心城跡・武者どもの夢の後 

散策コース 

 

高良大社（高良山） 

（312m） 

 

 

 

兜山（ケシケシ山） 

（368ｍ） 

 

 

 

耳納山 

（368m） 

 

 

 

渓雲台 

 

 

 

グライダー山 

 

 

 

発心山 

（697m） 

 

 

 

がんかけ峠 

 

 

 

鷹取山 

（802m） 
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八
歳
九
か
月
。
命
日
に
は
「
け
し
け
し
祭
り
」
が

行
わ
れ
る
。
山
頂
の
歌
碑
は
、
坂
本
繁
二
郎
が
筆

を
執
っ
た
。 

 我
が
国
は 
筑
紫
の
国
や 

白
日
別
母
い

ま
す
国 

櫨
多
き
国 

（
繁
） 

 

○
サ
ザ
ン
カ
群
生
―
長
岩
山 

 

耳
納
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
か
ら
急
坂
を
降
り
て
、
そ

の
途
中
、
長
岩
山
の
渓
雲
台
に
出
る
と
、
サ
ザ
ン

カ
の
群
生
地
（
福
岡
県
天
然
記
念
物
）
を
見
る
こ

と
が
出
来
る
。
約
２
㏊
の
斜
面
に
、
高
さ
４
ｍ
も

の
原
種
サ
ザ
ン
カ
が
数
千
本
も
自
生
し
て
、
白
を

中
心
に
淡
い
紅
の
花
を
咲
か
せ
て
、
見
事
だ
。
長

岩
山
は
北
限
自
生
地
と
し
て
は
佐
賀
県
東
脊
振
と

並
ん
で
最
大
規
模
。
昭
和
３
０
年
代
、
ヒ
ノ
キ
植

林
の
た
め
伐
採
さ
れ
た
が
、
そ
の
切
り
株
か
ら
株

立
ち
し
て
、
群
落
を
つ
く
っ
た
。
毎
年
１
０
月
に

「
サ
ザ
ン
カ
山
祭
り
」
が
開
か
れ
て
い
る 

桜
の
名
所
・
発
心
公
園
を
経
て
、
草
野
の
街
に

向
か
う
。 

 

耳
納
連
山
は
断
層
に
よ
っ
て
、
切
り
立
っ
た
北

側
（
久
留
米
市
側
）
と
な
だ
ら
か
な
南
側
（
八
女

市
側
）
の
山
麓
を
形
成
し
て
い
る
。
北
麓
に
は
い

く
筋
も
の
川
が
流
れ
落
ち
、
滝
も
多
い
。
麓
の
草

野
に
降
り
る
途
中
も
鰐
口
の
滝
、
発
心
二
の
滝
が

水
し
ぶ
き
と
音
を
響
か
せ
て
い
る
。
流
れ
下
っ
て

平
野
の
出
る
と
こ
ろ
に
扇
状
地
が
出
来
る
。
田
主

丸
～
草
野
～
山
本
に
か
け
て
果
樹
園
や
苗
木
が
育

て
ら
れ
て
い
る
の
は
土
砂
が
粗
く
、
水
は
け
が
よ

い
適
地
と
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
巨
峰
や
カ
キ
、

ナ
シ
狩
り
が
出
来
る
の
も
、
御
山
の
お
か
げ
な
の

だ
。 

㉗ 

コラム 筑後吉井おひなさまめぐり（２月１０日ごろから４月３日） 
吉井町の白壁通りや蔵しっく通りなどの旧家が所蔵するお雛様を一般公開。江戸時代から各家に代々伝わって

きた雛人形から現代雛まで展示される。宿場町らしいお雛様として「おきあげ」がある。お雛様に歌舞伎や浮世絵
の題材を合わせてデザインした手作り雛で箱雛と一緒に飾られる。開催中は「折り紙・お雛様づくり」や「ひなこ
けし」の絵付けなどイベントも。５月のゴールデンウイークには「小さな美術館めぐり」も催される。 

 
コ
ラ
ム 

楽
し
く
生
き
る
「
田
主
丸
」 

植
木
の
街
と
し
て
知
ら
れ
る
田
主
丸
、
そ
の
伝
統
は
長
い
。
江
戸
時
代
、

戦
国
か
ら
平
和
の
世
に
移
る
と
、
園
芸
ブ
ー
ム
が
巻
き
起
こ
る
。「
田
主
丸
」

は
「
楽
し
く
生
ま
れ
る
」
の
意
味
だ
と
い
う
。
戦
国
武
士
が
刀
を
鍬
に
持
ち

替
え
て
こ
の
地
に
入
植
、
開
墾
し
た
。
彼
ら
の
心
情
は
楽
し
く
生
き
る
こ
と

だ
っ
た
。
サ
ム
ラ
イ
を
捨
て
た
わ
が
身
を
慰
め
励
ま
す
気
持
ち
も
あ
っ
た
ろ

う
。
そ
ん
な
人
々
の
間
か
ら
苗
木
・
接
ぎ
木
の
名
人
、
盆
栽
の
達
人
が
生
ま

れ
、
代
々
引
き
継
が
れ
改
良
が
行
わ
れ
、
全
国
に
も
比
肩
す
べ
き
産
地
は
な

い
と
豪
語
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
そ
の
伝
統
は
今
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

ツ
ツ
ジ
、
サ
ツ
キ
、
ツ
バ
キ
、
マ
キ
、
ベ
ニ
カ
ナ
メ
な
ど
全
国
有
数
の
緑
花

木
の
生
産
地
と
な
っ
て
い
る
。
盆
栽
、
鑑
賞
松
も
有
名
だ
。 

福
岡
市
・
ア
ク
ロ
ス
ビ
ル
の
南
面
を
「
森
」
に
仕
立
て
た
内
山
緑
地
建
設

（
株
）
は
、
環
境
緑
化
の
時
代
到
来
を
予
見
し
、
こ
じ
ん
ま
り
し
た
庭
木
か

ら
群
生
植
栽
を
提
案
、
長
崎
の
原
爆
平
和
公
園
も
手
掛
け
て
い
る
。
本
家
・

内
山
緑
地
は
「
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ッ
プ
散
歩
道
」
を
造
り
、
一
般
に
開
放
し
て

い
る
。 

「
花
と
龍
」
を
書
い
た
芥
川
賞
作
家
、
火
野
葦
平
の
自
宅
（
北
九
州
市
・

若
松
）
は
河
童
だ
ら
け
だ
。
筑
後
川
沿
い
に
語
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
「
河
童

伝
説
」
を
知
り
、
田
主
丸
の
河
童
に
ほ
れ
込
ん
だ
。「
飄
瓢
渺
渺
」（
飄
々
渺

渺
）
と
生
き
楽
し
む
の
を
、
河
童
族
信
条
と
し
た
会
を
結
成
し
た
。
田
主
丸

の
楽
生
（
楽
し
く
生
き
る
）
族
た
ち
は
意
気
投
合
、
こ
の
地
を
愛
し
た
。
河

童
は
相
撲
好
き
、
い
つ
も
う
た
た
寝
し
て
い
る
「
弥
五
郎
」、
酒
泥
棒
の
「
よ

ど
」
な
ど
河
童
民
話
も
多
い
。
街
に
は
１
５
０
０
体
の
河
童
像
が
相
撲
を
取

っ
た
り
、
頭
の
皿
を
乾
か
し
た
り
し
て
の
ん
び
り
と
暮
ら
し
て
い
る
。 

         

㉕ 
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豊
後
街
道
の
久
留
米
―
日
田
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
吉
井
町
（
う
き
は
市
）
は
古
く
か
ら

宿
場
町
、
商
工
業
の
街
と
し
て
栄
え
、「
西
の
倉
敷
」
と
呼
ば
れ
た
。
道
の
両
側
に
白
壁
土
蔵
造

り
の
商
家
が
軒
を
並
べ
、
掘
割
も
残
り
、
平
成
８
年
福
岡
県
内
第
一
号
の
重
要
伝
統
的
建
造
物

群
（
ま
ち
な
み
）
の
保
存
地
区
と
な
っ
て
い
る
。 

街
歩
き
の
ス
タ
ー
ト
は
「
土
蔵
」（
観
光
会
館
）
か
ら
が
良
い
。
こ
こ
か
ら
「
居
蔵
の
館
」、

さ
ら
に
鏡
田
屋
敷
、
白
壁
通
り
、
蔵
し
っ
く
通
り
と
歩
く
。
白
壁
通
り
に
向
か
う
と
す
ぐ
「
居

蔵
の
館
」
が
あ
る
。
明
治
末
の
建
築
で
、
製
蝋
業
で
財
を
成
し
た
商
家
。
引
き
戸
を
開
け
る
と

広
い
土
間
、
松
の
大
木
の
梁
、
け
や
き
の
大
黒
柱
。
吹
き
抜
け
は
高
く
、
大
き
な
神
棚
が
突
き

出
す
よ
う
に
造
り
こ
ま
れ
て
い
る
。
風
呂
場
、
便
所
の
天
井
は
換
気
の
た
め
特
別
の
工
夫
が
さ

れ
て
い
る
。 

居
蔵
の
館
近
く
の
「
鏡
田
屋
敷
」(

県
道
５
１
１
号
沿
い)

は
郡
役
所
の
官
舎
と
し
て
建
て
ら

れ
た
。
正
面
部
分
は
江
戸
末
期
（
１
８
６
３
年
）
建
て
ら
れ
、
屋
敷
や
二
階
増
築
は
明
治
２
６

年
。
高
位
の
役
人
の
部
屋
は
一
段
上
が
り
「
敷
居
が
高
く
」
な
っ
て
い
る
。
部
屋
数
は
２
０
。

一
階
で
は
筑
後
川
（
大
石
堰
）
か
ら
吉
井
一
帯
に
導
水
し
て
穀
倉
地
帯
に
し
た
五
庄
屋
に
つ
い

て
の
展
示
を
行
っ
て
い
る
。「
お
ひ
な
さ
ま
め
ぐ
り
」
で
は
、
こ
こ
に
３
０
余
の
段
飾
り
、
江
戸

期
の
「
箱
雛
」
が
並
び
子
供
た
ち
の
歓
声
が
聞
こ
え
る
。 

 ○
「
う
だ
つ
」
を
上
げ
る 

 

城
下
町
・
草
野
が
草
野
氏
の
滅
亡
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
域
の
拠
点
が
吉
井
に
移
っ
た
。
小
さ

な
集
落
に
過
ぎ
な
か
っ
た
吉
井
は
宿
場
町
と
し
て
成
長
、
次
第
に
産
物
の
集
散
地
と
し
て
商
人
、

金
融
業
、
櫨
蝋
、
醤
油
、
酒
な
ど
の
各
種
産
業
も
集
積
し
、「
吉
井
銀
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
財

力
を
蓄
え
、
金
融
事
業
と
共
に
大
地
主
を
生
ん
で
い
っ
た
。 

し
か
し
、
江
戸
中
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
、
吉
井
の
街
が
３
回
も
の
大
火
に
見
舞
わ
れ

た
た
め
、
火
災
に
強
い
重
厚
な
漆
喰
白
壁
の
商
家
、
土
蔵
が
建
て
ら
れ
、
今
に
伝
わ
る
街
並
み
、

掘
割
な
ど
独
特
の
街
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
き
た
。 

②
白
壁
の
街
の
そ
ぞ
ろ
歩
き
（
う
き
は
市
） 

 

［
コ
ー
ス
＝
土
蔵
―
蔵
の
館
―
白
壁
通
り
―
町
並
み
交
流
館
商
家 

―
蔵
し
っ
く
通
り
ー
金
子
文
夫
資
料
館
］ 
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現
在
も
伝
統
的
建
造
物
が
１
５
８
軒

も
残
り
、
そ
の
一
つ
、
町
並
み
交
流
館

と
し
て
散
策
の
一
つ
の
拠
点
と
な
っ
て

い
る
「
商
家
」
は
、
元
乾
物
魚
類
問
屋

の
老
舗
商
家
で
一
階
は
広
い
土
間
、
二

階
の
座
敷
は
二
間
通
し
で
３
６
畳
の
大

広
間
。
柱
は
な
く
、
そ
の
卓
越
し
た
建

築
技
術
に
驚
か
さ
れ
る
。
こ
の
家
で
は

「
う
だ
つ
」
が
上
が
っ
て
い
る
。
関
東

の
商
人
街
・
川
越
の
「
う
だ
つ
」
と
同

様
、
延
焼
防
止
の
仕
掛
け
だ
が
富
の
象

徴
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
耳
納
連
山
か

ら
の
巨
勢
川
、
五
庄
屋
の
導
水
に
よ
る

南
新
川
、
さ
ら
に
火
災
防
止
や
洪
水
に

対
す
る
災
除
川
な
ど
３
本
の
流
れ
を
街

に
引
き
込
ん
で
、
独
特
の
風
情
を
醸
し

出
し
て
い
る
。 

 

○
五
庄
屋
物
語 

 

帚
木
蓬
生
の
時
代
小
説
「
水
神
」
は
、
江
戸
初
期
、
吉
井
か
ら
田
主
丸
に
か
け
て
の
生
葉
地

区
に
筑
後
川
か
ら
灌
漑
用
水
を
引
く
た
め
「
大
石
堰
」
を
築
い
た
五
人
の
庄
屋
の
献
身
的
な
努

力
を
描
い
て
い
る
。
筑
後
川
に
堰
を
造
り
、
干
ば
つ
に
悩
む
村
ま
で
約
１
０
㎞
導
水
路
㉕
を
掘

り
、
潤
そ
う
と
、
大
石
堰
と
分
水
、
利
水
計
画
を
立
て
た
五
人
の
庄
屋
が
、
失
敗
し
た
ら
磔
（
は

り
つ
け
）
の
刑
だ
と
藩
か
ら
言
い
渡
さ
れ
な
が
ら
、
村
人
も
総
出
で
完
成
さ
せ
た
史
実
だ
。
こ

の
事
業
が
な
か
っ
た
ら
、
筑
後
平
野
左
岸
一
帯
が
穀
倉
地
帯
に
は
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
し
、

地
場
産
業
も
育
た
ず
、
吉
井
の
街
の
繁
栄
も
な
か
っ
た
。 

 
 

筑
後
川
沿
い
の
原
鶴
、
筑
後
川
温
泉
の
す
ぐ
上
流
に
、「
五
庄
屋
遺
跡
」
の
大
き
な
立
て
看
板

が
あ
る
。
横
に
「
水
神
社
」
が
あ
り
、
小
さ
な
祠
が
祀
ら
れ
て
い
る
。 

水
音
が
聞
こ
え
る
。
水
門
か
ら
す
ご
い
水
勢
で
導
水
路
に
流
れ
込
ん
で
い
る
の
だ
。
水
路
を

辿
る
と
、
隈
上
川
に
出
る
。
一
旦
、
こ
の
川
に
流
れ
込
み
長
野
堰
に
た
め
ら
れ
、
再
び
水
路
に

導
水
さ
れ
、
田
畑
を
潤
し
、
水
田
を
大
き
く
広
げ
た
。
隈
上
川
沿
い
に
も
長
野
水
神
社
が
あ
り
、

堰
に
使
っ
た
舟
形
の

大
石
で
造
っ
た
手
水

場
に
は
五
庄
屋
の
名

前
が
掘
り
こ
ま
れ
て

い
る
。 

し
か
し
、
昭
和
２

８
年
大
洪
水
で
大
石

堰
は
流
失
、
現
在
の

堰
は
３
年
後
、
新
た

に
築
堤
さ
れ
、
長
野

堰
は
サ
イ
ホ
ン
方
式

に
な
っ
て
い
る
。
受

益
面
積
約
２
０
０
０

㏊
。
人
々
は
五
庄
屋

を
恩
人
と
し
て
あ
が

め
、
長
野
水
神
社
で

は
毎
年
、
祭
り
が
行

な
わ
れ
て
い
る
。 

㉖ 居蔵の館の中庭と大きな神棚 

㉗ 五庄屋の導水路 

漱石が吉井に泊まった時の句 
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○
櫨
（
は
ぜ
）
多
き
国 

 

青
木
繁
が
「
櫨
多
き
国
」
と
詠
っ
た
よ
う

に
、
道
の
駅
「
く
る
め
」
か
ら
山
麓
に
向
か

っ
て
歩
く
と
「
柳
坂
曽
根
の
櫨
並
木
」
㉟
。

道
路
沿
い
約
１
㎞
に
二
百
本
が
燃
え
る
よ

う
に
紅
葉
、
た
わ
わ
な
ハ
ゼ
の
実
を
付
け
る
。 

１
８
世
紀
初
め
か
ら
始
ま
っ
た
ハ
ゼ
栽

培
は
、
久
留
米
藩
の
奨
励
策
も
あ
っ
て
先
進

地
と
し
て
名
を
馳
せ
、
栽
培
農
家
を
潤
し
た
。

そ
の
実
は
ロ
ウ
の
原
料
と
な
っ
て
、
織
物
や

木
製
品
の
艶
出
し
と
し
て
使
わ
れ
た
。
ハ
ゼ

の
実
ち
ぎ
り
は
寒
風
吹
き
す
さ
ぶ
中
、
辛
い

仕
事
だ
っ
た
。 

 

朝
も
早
か
ら
よ
ー 
や
れ
―
ハ
ゼ
取
り

の
歌
が
あ
ー
よ
ー 

聞
こ
え
ま
す
ぞ
え
ー 

 

筑
後
各
地
で
多
く
の
ハ
ゼ
が
栽
培
さ
れ

た
が
、
時
代
の
波
に
押
さ
れ
、
次
々
に
伐
採

さ
れ
て
い
っ
た
。
柳
坂
ハ
ゼ
並
木
は
ハ
ゼ
番

人
・
香
月
徳
男
さ
ん
ら
の
努
力
で
保
存
さ
れ

た
。 秋

の
紅
葉
時
に
は
ハ
ゼ
並
木
か
ら
杉
の

大
木
の
山
麓
へ
、
緩
や
か
な
坂
を
上
る
。「
満

目
黄
葉
銀
杏
秋
」
と
詠
わ
れ
た
イ
チ
ョ
ウ
の

永
勝
寺
、
周
辺
は
い
ろ
は
紅
葉
。
「
深
秋
の 

三
大
薬
師 

永
勝
山 

赤
、
黄
も
み
じ
に
心

う
ば
わ
る
」
。
永
勝
寺
は
日
本
三
大
薬
師
の

一
つ
、
大
友
勢
に
攻
め
ら
れ
寺
が
焼
失
し
た
時

も
、
住
職
の
話
に
よ
る
と
、
人
々
が
本
尊
を
抱

い
て
山
中
に
隠
し
、
守
り
抜
い
た
。
薬
師
様
は

金
色
に
輝
い
て
、
今
で
も
病
む
人
を
治
し
て
い

る
と
い
う
。
ま
た
学
問
の
「
文
殊
菩
薩
」
も
多

く
の
信
仰
を
集
め
て
い
る
。 

 ○
草
野
町
の
並
み
散
策 

 

天
領
・
日
田
と
久
留
米
を
結
ぶ
日
田
往
還
は

筑
後
川
沿
い
の
平
坦
な
道
で
、
多
く
の
旅
人
で

賑
わ
っ
た
。
鎌
倉
時
代
か
ら
豪
族
・
草
野
氏
の

城
下
町
で
、
草
野
氏
が
滅
び
江
戸
時
代
に
入
る

と
、
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
。
日
田
往
還
が
筑

後
川
沿
い
の
川
辺
の
道
と
山
辺
の
道
の
分
岐

点
に
あ
た
る
か
ら
だ
。
そ
の
た
め
独
特
の
伝
統

文
化
や
建
物
、
石
造
物
が
残
さ
れ
て
い
る
。
商

家
や
農
家
、
石
垣
・
生
垣
な
ど
町
並
み
の
散
策

が
楽
し
い
。 

草
野
散
策
は
草
野
歴
史
資
料
館
と
山
辺
道

文
化
館
を
訪
ね
る
こ
と
か
ら
始
め
る
と
良
い
。

草
野
歴
史
資
料
館
㊶
は
旧
草
野
銀
行
本
店
の

木
造
平
屋
建
て
（
明
治
四
十
四
年
）、
和
風
だ
が

壁
は
空
色
に
塗
ら
れ
、
洋
風
の
雰
囲
気
。
源
頼

朝
に
任
ぜ
ら
れ
、
こ
の
地
を
四
百
年
の
長
き
に

わ
た
っ
て
支
配
し
た
草
野
氏
の
資
料
を
中
心

に
収
蔵
、
展
示
し
て
い
る
。 

山
道
文
化
館
も
木
造
一
部
２
階
建
て
（
大
正

３
年
）
で
、
元
は
病
院
の
建
物
だ
っ
た
。
草
野

の
町
並
み
や
伝
統
文
化
資
料
を
収
集
、
展
示
し

て
い
る
。 

③
草
野
・
山
辺
の
道
へ
（
久
留
米
市
草
野
） 

 

城下町－草野散策 街歩き 

山辺道文化館 ㉘ 

もみじ寺で有名な「永勝寺」             柳坂の櫨並木と青木繁の歌碑 
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○
草
野
氏
の
興
亡 

 

源
平
合
戦
で
源
氏
方
と
し
て
功
あ
っ

た
草
野
氏
は
頼
朝
か
ら
筑
後
在
国
司
・

押
領
使
に
任
ぜ
ら
れ
、
竹
井
城
を
築
き
、

領
主
と
し
て
城
下
の
整
備
を
進
め
た
。

興
味
深
い
絵
巻
（
蒙
古
襲
来
絵
詞
複
製
）

が
歴
史
資
料
館
に
あ
る
。
最
近
、
長
崎

県
・
鷹
島
沖
で
海
底
か
ら
蒙
古
軍
船
が

発
見
さ
れ
た
。
こ
の
元
寇
で
、
鷹
島
沖
で

小
舟
に
乗
り
蒙
古
軍
船
を
攻
撃
す
る
草

野
一
族
の
活
躍
を
描
い
た
も
の
だ
。
戦

国
末
期
、
耳
納
連
山
の
発
心
山
頂
に
難

攻
不
落
と
言
わ
れ
た
発
心
城
を
築
い
た
。

本
丸
跡
は
土
台
が
残
る
だ
け
、
わ
ず
か

に
麓
に
発
心
公
園
が
造
ら
れ
、
桜
の
名

所
と
な
っ
て
い
る
。
本
丸
跡
は
背
丈
ほ

ど
の
夏
草
に
覆
わ
れ
「
つ
わ
も
の
た
ち

の
夢
の
跡
」
。
小
さ
な
丘
が
往
時
を
し
の

ば
せ
る
。
鎌
倉
か
ら
天
正
ま
で
続
い
た

名
家
・
草
野
氏
の
支
配
は
、
秀
吉
の
九
州

征
伐
時
、
謀
殺
さ
れ
終
わ
り
を
告
げ
る
。 

 ○
栄
光
を
今
に 

 

草
野
氏
は
城
下
町
の
整
備
、
特
に
神

社
仏
閣
の
再
興
、
建
設
に
力
を
入
れ
た
。

そ
の
古
社
寺
が
草
野
の
栄
光
を
今
に
伝

え
て
い
る
。
九
州
の
日
光
と
も
呼
ば
れ

る
専
念
寺
本
堂
は
、
阿
弥
陀
如
来
像
（
鎌

倉
期
）
を
本
尊
と
し
、
金
色
の
柱
、
龍
の

格
天
井
、
壁
画
、
欄
間
な
ど
、
壮
麗
な
美

を
備
え
る
。 

勧
興
寺
に
は
、
カ
ヤ
の
大
木
で
彫
っ
た
千
手
観
音
、
絹
本
著
色
勧
興
寺
縁
起
（
国
重
要
文
化

財
）
が
あ
り
、
茶
の
開
祖
、
栄
西
を
招
い
て
創
建
し
た
千
光
寺
は
日
本
最
古
の
禅
寺
、
ア
ジ
サ

イ
寺
と
し
て
知
ら
れ
る
。
外
に
、
本
殿
、
拝
殿
、
楼
門
が
県
指
定
文
化
財
の
須
佐
能
袁
神
社
㊳

が
あ
る
。
草
野
氏
の
栄
光
は
、

こ
う
し
た
古
社
寺
に
、
わ
ず
か

に
偲
ぶ
こ
と
が
出
来
る
。 

 ○
ツ
バ
キ
、
繚
乱 
 

「
久
留
米
市
世
界
の
つ
ば
き

館
」
⑮
は
久
留
米
の
新
名
所
。

草
野
は
古
く
か
ら
ツ
バ
キ
栽
培

が
盛
ん
で
、
赤
い
花
び
ら
に
白

い
模
様
の
入
る
久
留
米
ツ
バ
キ

の
三
百
年
古
木
「
正
義
」（
草
野

町
吉
木
）
も
あ
る
。
シ
ー
ボ
ル

ト
が
オ
ラ
ン
ダ
に
持
ち
帰
っ
た

こ
と
で
も
有
名
だ
。
同
館
の
ガ

ラ
ス
ハ
ウ
ス
に
は
ベ
ト
ナ
ム
、

中
国
、
台
湾
な
ど
の
原
種
百
種

以
上
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
赤

の
ほ
か
黄
色
の
花
を
つ
け
る
ツ

バ
キ
、
大
輪
か
ら
小
さ
な
花
ま

で
種
々
様
々
。
つ
ば
き
館
か
ら
、

国
際
優
秀
つ
ば
き
園
に
認
定
さ

れ
た
「
久
留
米
つ
ば
き
園
」
へ
、

つ
ば
き
の
小
道
を
辿
る
。
久
留

米
つ
ば
き
園
は
広
さ
３
㏊
に
２

０
０
種
類
、
５
０
０
本
が
楽
し

め
る
。
明
治
時
代
か
ら
の
花
木
の

母
樹
園
を
整
備
し
、
四
季
を
通
じ

て
散
策
す
る
人
が
多
い
。 

 

ツバキ館で育てられているツバキ ㉚ 鹿毛家の裏に樹齢 300 年のツバキ 

草野一門の栄枯盛衰寺社めぐり 

コ
ラ
ム 

鹿
毛
家
住
宅 

 
江
戸
時
代
か
ら
櫨
蝋
、
醤
油
な
ど
を
作
っ

て
き
た
草
野
の
代
表
的
な
木
造
瓦
葺
の
大

型
商
家
。
主
屋
な
ど
は
１
８
世
紀
末
の
建
築

で
、
邸
内
に
は
蔵
が
１
０
数
棟
並
ん
で
い
た

と
い
う
。
町
屋
ら
し
く
道
路
に
面
し
た
玄
関

か
ら
奥
に
長
い
建
物
で
、
こ
れ
ほ
ど
の
規
模

の
商
家
は
福
岡
県
下
に
も
少
な
い
。 

   

㉙ 
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○
巨
瀬
川
源
流
の
散
歩
道
（
う
き
は
市
） 

 

巨
瀬
川
・
源
流
沿
い
の
林
の
山
道
を
歩
く
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基

地
」（
平
成
２
０
年
認
定
）
。
水
源
の
森
・
百
選
に
も
選
ば
れ
て
い

る
。
森
林
や
源
流
の
せ
せ
ら
ぎ
、
木
立
の
道
。「
癒
し
効
果
」
求
め

て
、
約
２
・
２
Ｋ
ｍ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
。 

う
き
は
市
街
か
ら
藤
波
ダ
ム
へ
、
さ
ら
に
鷹
取
山
裾
を
巨
瀬
川

沿
い
に
、
県
道
５
２
号
を
登
っ
て
行
く
。
調
音
の
滝
㉘
。
滝
の
音

が
聞
こ
え
る
。
そ
の
音
が
音
楽
を
奏
で
る
よ
う
に
聞
こ
え
た
こ
と

か
ら
こ
の
名
が
あ
る
。
巨
瀬
川
に
は
調
音
の
滝
の
上
流
に
「
魚
返

り
の
滝
」「
斧
渕
の
滝
」「
三
重
の
滝
」
と
合
わ
せ
て
４
つ
滝
が
あ

る
。 ス

タ
ー
ト
地
点
は
Ｙ
の
字
型
に
二
つ
に
分
か
れ
る
。
コ
ー
ス
は

逆
３
角
形
に
造
ら
れ
、
ど
ち
ら
か
ら
歩
い
て
も
１
周
し
て
、
出
発

地
点
に
帰
っ
て
く
る
。
右
の
道
を
辿
る
と
、
す
ぐ
自
然
石
組
み
の

小
川
に
出
る
。
裸
足
で
子
供
た
ち
が
水
し
ぶ
き
を
上
げ
な
が
ら
歩

い
て
い
る
。
水
遊
び
に
絶
好
の
せ
せ
ら
ぎ
だ
。 

約
５
０
０
ｍ
の
坂
道
を
歩
く
と
「
ま
る
た
ん
橋
」
。
そ
の
名
の
通

り
、
木
の
橋
。
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
は
こ
こ
を
左
折
。
杉
の
チ
ッ
プ

が
敷
き
詰
め
ら
れ
た
林
の
道
を
行
く
。
杉
木
立
を
吹
く
風
が
心
地

よ
い
。
チ
ッ
プ
の
道
も
弾
力
が
あ
り
、
絨
毯
の
よ
う
に
ソ
フ
ト
で

歩
き
や
す
い
。 

「
ま
る
た
ん
橋
」
の
す
ぐ
上
に
魚
返
り
の
滝
、
真
上
か
ら
岩
を

叩
き
、
水
し
ぶ
き
を
上
げ
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
鯉
で
も
登
れ
ま
い
。

展
望
所
か
ら
は
、「
平
家
ヶ
城
」
と
呼
ば
れ
る
山
が
見
え
る
。
壇
ノ

浦
の
決
戦
に
敗
れ
た
平
家
の
落
人
が
隠
れ
住
ん
だ
と
い
う
。
巨
瀬

川
の
名
も
平
清
盛
の
巨
瀬
入
道
か
ら
き
て
い
る
。 

健
脚
組
は
魚
返
し
滝
か
ら
、
さ
ら
に
上
流
へ
。
斧
淵
の
滝
、
三

重
の
滝
へ
と
繋
が
っ
て
行
く
。
源
流
に
は
天
然
記
念
物
の
サ
ン
シ

ョ
ウ
ウ
オ
が
生
息
し
て
い
る
と
い
う
。 

   

㉛ 調音の滝 

「まるたん橋」を渡るとチップの道 

森林セラピーロード 
問い合わせ先うきは市森林セラピー事務局 

（電話・代表＝０９４３―７５―３１１1） 
                       ガイド料金＝

ようこそ 
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○
山
里
ひ
め
は
る
（
う
き
は
市
新
川
・
田
篭
地
区
） 

 

合
所
ダ
ム
か
ら
隈
上
川
の
上
流
へ
、
棚
田
百
選
「
つ
づ
ら
棚
田
」。
標
高

３
０
０
ｍ
か
ら
５
０
０
ｍ
。
彼
岸
花
と
石
垣
の
棚
田
が
美
し
く
、
豪
雨
で

大
き
な
被
害
を
受
け
た
時
に
も
、
そ
の
景
観
を
取
り
戻
そ
う
と
、
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
つ
け
復
旧
に
力
を
尽
く
し
た
。 

東
西
４
㎞
の
山
あ
い
に
集
落
が
点
在
し
て
お
り
、
そ
の
景
観
は
「
重
要

伝
統
的
建
築
物
群
保
存
地
区
」
に
指
定
さ
れ
、
福
岡
県
森
林
セ
ラ
ビ
ー
基

地
と
も
な
っ
て
い
る
。 

「
く
ど
造
り
民
家
平
川
家
住
宅
」（
国
の
重
要
文
化
財
）
を
は
じ
め
、
茅

葺
の
民
家
神
社
が
造
り
だ
す
山
里
の
風
景
は
全
国
的
に
も
貴
重
と
さ
れ
て

い
る
。
中
世
の
豪
族
・
問
註
所
氏
の
居
城
・
長
岩
城
跡
は
奇
岩
が
そ
び
え
、

難
攻
不
落
を
思
わ
せ
る
。
岩
伝
い
の
急
坂
の
散
策
路
も

造
ら
れ
て
い
る
。 

山
菜
料
理
、
ヤ
マ
メ
料
理
な
ど
が
食
べ

ら
れ
る
食
事
の
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ

る
。 

         

                      

㉜ 長岩城跡にある石窟の石造群                  つづらの棚田（うきは市） 

くど造りの平川家住宅（国重要文化財） 

 

 

山里ひめはる 癒しの森へ ④ 
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み
ど
り
の
里
・
耳
納
風
景
街

道
は
、
何
と
い
っ
て
も
花
が
咲

き
誇
り
、
巨
峰
を
は
じ
め
、
柿
、

い
ち
ご
な
ど
フ
ル
ー
ツ
の
里

だ
。
耳
納
北
麓
の
人
々
が
長
い

間
、
交
配
や
育
苗
の
研
究
と
苦

労
を
積
み
重
ね
て
「
花
と
果
実

の
里
」
を
築
き
上
げ
た
。 

 

耳
納
の
春
は
紅
梅
、
白
梅
が

そ
の
訪
れ
を
知
ら
せ
、
山
間
の

モ
ク
レ
ン
の
白
い
花
の
開
花

を
合
図
に
、
満
開
の
桜
で
一
気

に
花
の
季
節
が
始
ま
り
、
初
夏

ま
で
ツ
ツ
ジ
、
サ
ツ
キ
が
耳
納

北
麓
の
山
里
を
華
や
か
に
彩

る
。
秋
は
、
柳
坂
の
ハ
ゼ
並
木
、

古
寺
、
神
社
の
紅
葉
が
赤
や
黄

色
に
染
め
上
げ
る
。
ブ
ド
ウ
、
ナ
シ
、
カ
キ
が
た
わ
わ
に
実
を
付
け
、
紅
葉
狩
り
と

共
に
巨
峰
な
ど
フ
ル
ー
ツ
狩
り
に
訪
れ
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
多
い
。 

夏
目
漱
石
は
、
耳
納
の
山
道
と
里
の
花
を
愛
し
た
。
久
留
米
を
訪
れ
る
た
び
に
、

耳
納
の
山
に
登
り
、
桜
見
を
楽
し
み
、
俳
句
を
作
り
、
作
家
へ
の
道
を
模
索
し
た
。

芥
川
賞
作
家
・
火
野
葦
平
も
ま
た
、
耳
納
フ
ァ
ン
の
一
人
だ
っ
た
。
土
地
に
伝
わ
る
河
童
伝
説

を
聞
き
、
作
品
に
仕
上
げ
た
。
田
主
丸
の
雲
雀
川
に
か
か
る
橋
に
は
河
童
た
ち
が
相
撲
を
と
り
、

寝
そ
べ
り
、
二
日
酔
い
で
頭
を
抱
え
る
河
童
も
い
る
。
公
園
の
ト
イ
レ
に
も
座
る
。
訪
れ
る
人
々

の
微
笑
を
誘
っ
て
い
る
。 

筑
後
川
と
耳
納
の
お
山
の
恵
み
で
古
代
か
ら
文
化
が
栄
え
、
装
飾
古

墳
な
ど
の
壁
画
か
ら
青
木
繁
、
坂
本
繁
次
郎
ま
で
画
家
を
生
ん
だ
里
で

も
あ
る
。 

 ○
浅
井
の
一
本
桜
め
ぐ
り 

 

人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
の
が
「
浅
井
の
１
本
桜
」（
㉞
下
）
だ
。
樹
齢

１
０
０
年
、
高
さ
１
８
ｍ
。
台
風
で
痛
め
つ
け
ら
れ
瀕
死
の
状
態
に
陥
っ

た
が
、
地
元
の
花
守
さ
ん
た
ち
に
よ
っ
て
養
生
を
重
ね
、
奇
跡
の
生
還
。

枝
を
木
の
杖
で
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
今
で
は
淡
い
ピ
ン
ク
の
花
を
い
っ

ぱ
い
に
咲
か
せ
る
。
こ
こ
か
ら
観
興
寺
―
永
禅
寺
―
若
宮
八
幡
宮
の
桜
を
訪
ね
る
。 

 ○
将
軍
桜
め
ぐ
り 

 

千
光
寺
に
は
懐
良
親
王
の
お
墓
が
あ
る
。
あ
じ
さ
い
寺
と
し
て
知
ら
れ
る
が
境
内
の
桜
も
見

事
。
ハ
ゼ
並
木
の
柳
坂
を
登
っ
て
、
千
光
寺
近
く
の
永
勝
寺
。
裏
山
か
ら
は
筑
後
平
野
が
一
望

で
き
る
。
山
里
か
ら
桜
は
次
第
に
耳
納
連
山
・
ケ
シ
ケ
シ
山
に
登
っ
て
行
き
、
緑
の
中
に
山
桜

を
咲
か
せ
る
。
春
、
発
心
山
を
歩
い
た
夏
目
漱
石
は
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
蒼
黒
い
中
を
「
山
桜

が
薄
赤
く
だ
ん
だ
ら
に
棚
引
い
て
、
継
ぎ
目
が
確
と
見
え
ぬ
位
靄
が
深
い
」
と
墨
絵
の
よ
う
な

風
景
と
桜
の
趣
を
「
草
枕
」
に
描
写
し
て
い
る
。 

 ○
発
心
桜
め
ぐ
り 

 

漱
石
は
草
野
氏
ゆ
か
り
の
発
心
城
址
の
桜
見
を
楽
し
ん
だ
。
彼
の
句
碑
を
取
り
囲
む
よ
う
に

桜
が
植
え
ら
れ
、
麓
に
向
か
っ
て
桜
の
森
が
続
く
㉞
。
草
野
の
街
中
に
降
り
て
も
、
専
念
寺
や

須
佐
能
袁
神
社
な
ど
神
社
仏
閣
の
境
内
に
桜
が
花
開
い
て
い
る
。
内
山
緑
地
の
し
だ
れ
桜
並
木

も
見
逃
せ
な
い
。 

 ○
王
子
憩
い
の
森
と
桜
め
ぐ
り 

 

高
良
山
の
中
腹
近
く
に
王
子
池
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
古
宝
殿
城
跡
へ
４
０
０
段
も
の
石
段
が

続
い
て
い
る
。
そ
の
両
側
は
桜
並
木
、
満
開
の
桜
の
ト
ン
ネ
ル
と
な
る
。
登
り
き
る
と
、
不
動

明
王
石
像
と
石
仏
群
が
待
っ
て
い
る
。
麓
の
王
子
若
宮
八
幡
宮
で
は
秋
、「
花
火
動
乱
蜂
」
㉝
が

行
わ
れ
る
。
竹
に
火
薬
を
詰
め
て
王
子
池
に
向
け
て
打
ち
出
す
花
火
で
、
久
留
米
藩
の
鉄
砲
指

南
が
伝
授
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
王
子
池
の
周
辺
も
桜
が
ぐ
る
り
と
咲
き
、
湖
面
に
映
る
。 

①花めぐりの道 -春- 

①
花
め
ぐ
り
の
道 

 

②
漱
石
が
歩
い
た
道 

 

③
歴
史
を
物
語
る
道 

 

④
カ
ッ
パ
を
訪
ね
る
道 

-桜をたずねて

㉝ 火炎のような花火動乱峰 

㉞ 発心公園の桜と漱石の句碑

（上）、および浅井の一本桜（下） 
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○
つ
ば
き
め
ぐ
り 

 

最
近
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
が
、
ツ
バ
キ
。
久
留
米
市
世

界
の
つ
ば
き
館
⑩
（
平
成
２
６
年
３
月
開
館
）
で
は
ガ
ラ
ス
ハ
ウ
ス
の
中

で
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
な
ど
の
海
外
の
つ
ば
き
の
原
種
１
０
０
種
以
上
が
、

ま
た
ツ
バ
キ
庭
園
に
は
「
正
義
（
ま
さ
よ
し
）」
な
ど
久
留
米
つ
ば
き
５
０

種
が
育
て
ら
れ
て
い
る
。
つ
ば
き
館
で
ツ
バ
キ
に
関
す
る
知
識
や
散
策
コ

ー
ス
を
教
え
て
も
ら
う
と
良
い
。
つ
ば
き
館
か
ら
約
４
０
０
ｍ
、
久
留
米

つ
ば
き
園
へ
の
「
つ
ば
き
の
小
径
」
を
辿
る
。 

「
久
留
米
つ
ば
き
園
」（
平
成
２
０
年
３
月
開
園
・
国
際
優
秀
つ
ば
き
園
）

は
明
治
時
代
に
開
墾
さ
れ
た
花
木
の
母
樹
園
・
約
３
ｈ
ａ
に
約
５
０
０
品

種
、
２
０
０
０
本
の
つ
ば
き
が
植
栽
さ
れ
て
い
る
。
樹
齢
１
０
０
年
を
超

え
る
白
玉
宝
珠
、
小
夜
侘
助
、
正
義
な
ど
貴
重
な
品
種
や
原
種
を
見
る
こ

と
が
出
来
る
の
が
大
き
な
魅
力
だ
。
ま
た
園
内
に
は
ツ
ツ
ジ
も
多
く
、
紅

葉
ゾ
ー
ン
や
梅
園
も
あ
っ
て
、
季
節
を
問
わ
ず
散
策
が
楽
し
め
る
。 

耳
納
連
山
の
麓
の
民
家
に
は
つ
ば
き
の
古
木
が
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。

樹
齢
３
０
０
年
と
い
う
「
久
留
米
源
氏
」（
鹿
毛
鶴
之
助
邸
）、「
正
義
」（
個

人
宅
）、
壽
本
寺
に
は
「
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
」、
ま
た
樹
齢
２
５
０
年
の
「
正
義
」

（
個
人
宅
）、
同
１
２
０
年
の
「
久
留
米
眉
間
尺
」
の
古
木
が
草
野
小
学
校

の
校
庭
に
あ
る
。
ま
た
最
近
は
「
ツ
バ
キ
油
」
も
人
気
を
集
め
て
い
る
。
髪
油
を
は
じ
め
、

ま
ろ
や
か
で
、
さ
っ
ぱ
り
し
た
食
用
油
と
し
て
も
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。 

 

○
ツ
ツ
ジ
め
ぐ
り 

 

「
久
留
米
つ
つ
じ
」
の
名
で
、
全
国
に
知
ら
れ
る
ツ
ツ
ジ
の
里
だ
け
に
、
百
花
繚
乱
。

道
沿
い
に
、
垣
根
に
、
ま
た
植
木
屋
に
、
一
般
の
民
家
に
ツ
ツ
ジ
が
咲
き
誇
っ
て
い
る
。

ま
ず
は
世
界
つ
つ
じ
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
る
。
平
成
元
年
「
世
界
つ
つ
じ
ま
つ
り
８
９
く
る

め
」
が
久
留
米
市
制
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
、
世
界
の
ツ
ツ
ジ
が
集
め
ら
れ

た
。
約
１
㏊
の
園
内
に
は
１
６
０
０
種
、
２
万
本
を
超
え
る
ツ
ツ
ジ
が
育
て
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
筑
後
川
沿
い
の
百
年
公
園
の
ツ
ツ
ジ
が
満
開
の
頃
、
広
場
で
は
つ
つ
じ
祭
り

が
開
か
れ
、
苗
木
を
買
い
求
め
る
人
で
賑
わ
う
。 

ツ
ツ
ジ
は
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
を
品
種
改
良
し
て
、
今
日
の
多
様
な
ツ
ツ
ジ
を
咲
か
せ

る
ま
で
に
な
っ
た
。
樹
齢
３
０
０
年
を
超
え
る
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
の
古
木
は
須
佐
能
袁

神
社
で
花
を
咲
か
せ
て
い
る
ほ
か
、
ほ
と
ん
ど
の
寺
社
で
見
事

な
ツ
ツ
ジ
を
観
賞
で
き
る
。 

耳
納
北
麓
を
散
策
す
る
と
、
ど
の
家
の
庭
、
垣
根
に
も
色
と
り

ど
り
の
ツ
ツ
ジ
が
咲
き
誇
り
、
人
々
が
丹
精
込
め
て
育
て
、
愛
し

て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

「
久
留
米
ツ
ツ
ジ
」
は
明
治
初
期
の
こ
ろ
か
ら
米
国
を
中
心

に
輸
出
さ
れ
、
各
地
に
広
が
り
「
ク
ル
メ
ア
ザ
レ
ア
」
と
し
て
人

気
を
集
め
て
い
る
。 

-春から初夏へ-  

- 

コ
ラ
ム 

ツ
ツ
ジ
に
か
け
た
久
留
米
武
士
の
意
気
地 

 

キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
を
飛
躍
的
に
品
種
改
良
し
た
功
労
者
に

久
留
米
藩
士
、
坂
本
元
蔵
が
い
た
。
天
下
泰
平
の
世
で
あ
っ
た

天
保
年
間
、
江
戸
を
中
心
に
盆
栽
や
庭
木
を
趣
味
と
す
る
ブ
ー

ム
が
起
こ
っ
た
。
山
中
に
苗
木
を
求
め
、
探
す
毎
日
。
し
か
し
、

そ
れ
に
は
限
界
が
あ
る
と
感
じ
た
元
蔵
は
品
種
改
良
に
乗
り

出
す
。
毎
年
、
苗
床
に
色
々
、
交
配
し
た
種
を
播
い
た
が
、
な

か
な
か
思
う
よ
う
な
新
種
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
。
諦
め
か
け
た

頃
、
た
ま
た
ま
、
庭
の
飛
び
散
っ
た
種
か
ら
、
色
も
形
も
違
う

ツ
ツ
ジ
が
育
ち
、
突
破
口
が
開
か
れ
た
。
元
蔵
は
同
好
の
人 

に
、
交
配
、
育
苗 

の
技
術
を
伝
え
、 

「
久
留
米
つ
つ
じ
」 

が
広
ま
っ
た
。 

そ
れ
か
ら
３
０ 

０
年
、

７
０
０
品 

種
が
誕
生
、
３
０
０ 

種
以
上
が
栽
培
さ
れ 

て
い
る
。 

 

コ
ラ
ム 

３
０
０
年
愛
さ
れ
た
つ
ば

き 
 

寺
社
や
個
人
宅
に
樹
齢
３
０
０
年
と
さ
れ

る
ツ
バ
キ
の
大
木
が
今
も
花
を
咲
か
せ
て
い

る
。
最
も
古
く
大
き
い
ツ
バ
キ
は
「
壽
本
寺
の

赤
や
ぶ
」(

幹
回
り
１
７
１
ｃ
ｍ
、
高
さ
１
６

ｍ)

で
あ
る
。
シ
ー
ボ
ル
ト
が
持
ち
帰
り
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
広
め
た
の
も
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
の
１

種
で
、「D

o
n

ck
e
la

e
ri

」
と
名
付
け
ら
れ
て
い

る
。
茶
花
と
し
て
使
わ
れ
る
「
侘
助
」
の
古
木

も
多
い
。
室
町
時
代
か
ら
宗
教
文
化
。
茶
道
が

盛
ん
だ
っ
た
こ
と
を
偲
ば
せ
る
。 
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○
柳
坂
の
ハ
ゼ
並
木

筑
後
の
秋
、
紅
葉
の
季
節
に
な
る
と
誰
も
が
、「
柳
坂
曽
根
の
ハ
ゼ
並
木
」
を
思
う
。

画
家
・
青
木
繁
が
、
切
々
と
望
郷
の
心
を
歌
っ
た
よ
う
に
、
耳
納
連
山
北
麓
の
里
は

ハ
ゼ
の
木
が
多
く
植
え
ら
れ
た
。
そ
の
実
か
ら
ロ
ウ
を
作
り
、
江
戸
期
の
主
要
な
産

業
と
な
っ
た
の
だ
。「
櫨
多
き
国
」
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
の
は
、
柳
坂
の
ハ
ゼ
並
木

（
約
１
・
１
㎞
）
。「
道
の
駅
く
る
め
」
か
ら
、
く
る
め
緑
花
セ
ン
タ
ー
を
歩
い
て
す

ぐ
。
真
っ
赤
に
、
燃
え
る
よ
う
に
紅
葉
し
た
櫨
の
古
木
が
約
２
０
０
本
、
沿
道
に
並

ぶ
。
歌
集
「
村
雨
集
」
に
お
さ
め
ら
れ
た
青
木
の
歌
が
刻
ま
れ
た
歌
碑
も
あ
る
。 

我
が
国
は
筑
紫
の
国
や
白
日
別(
わ
け) 

母
ゐ
ま
す
国
櫨
多
き
国

○
ハ
ゼ
は
錦
の
ふ
く
ろ

江
戸
中
期
、
一
人
の
庄
屋
の
手
で
植
え
ら

れ
た
櫨
の
木
は
、
や
が
て
藩
が
奨
励
し
、
質

量
と
も
に
優
れ
た
「
松
山
櫨
」
、
新
品
種
「
伊

吉
櫨
」
が
生
ま
れ
、「
櫨
の
国
」
と
な
っ
た
。

ハ
ゼ
は
「
錦
の
嚢
（
ふ
く
ろ
）
」
と
呼
ば
れ
、

「
草
木
数
多
し
と
言
え
ど
も
世
間
財
用
に

便
あ
る
こ
と
、
ま
だ
此
木
よ
り
盛
な
る
は
な

し
」
と
奨
励
さ
れ
た
。
時
代
は
変
わ
り
ロ
ウ

づ
く
り
が
衰
退
す
る
と
、
次
々
に
伐
採
さ
れ

る
。
わ
ず
か
に
、
柳
坂
の
櫨
並
木
が
、
栄
光

の
時
代
を
今
に
伝
え
て
い
る
。 

柳
坂
を
山
麓
ま
で
辿
る
と
、
永
勝
寺
。
創

建
は
６
８
０
年
と
い
う
古
寺
、
本
尊
は
薬
師

如
来
像
。
こ
こ
も
紅
葉
が
美
し
い
。
近
隣
に

は
大
杉
に
囲
ま
れ
、「
ア
カ
メ
ヤ
ナ
ギ
」（
樹

齢
２
０
０
年
以
上
）
の
大
木
も
あ
る
。
石
段

を
登
り
境
内
に
入
る
と
、
紅
葉
に
圧
倒
さ
れ

る
。

青
木
繁
が
「
散
骨
」
を
願
っ
た
「
け
し
け
し

山
（
兜
山
）
」
へ
は
こ
こ
か
ら
登
る
。 

‐秋‐ 母ゐます国 櫨多き国 

紅
葉
狩
り
へ

コ
ラ
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青
木
繁
の
絵
画
と
歌
集 

青
木
繁
（
１
８
８
２
～
１
９
１
１
）
は
久
留

米
市
荘
島
町
の
生
ま
れ
。
東
京
美
術
学
校
（
現

東
京
芸
術
大
学
）
在
学
中
、
白
馬
を
受
賞
。
代

表
作
に
「
海
の
幸
」「
わ
だ
つ
み
の
い
ろ
こ
の

宮
」「
日
本
武
尊
」
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
歌
人

と
し
て
も
「
村
雨
集
」
の
ほ
か
「
う
た
か
た
集
」

が
あ
る
。
２
８
歳
の
若
さ
で
死
去
、
命
日
の
３

月
２
５
日
に
近
い
日
曜
日
に
「
け
し
け
し
祭

り
」
が
開
か
れ
る
。
放
浪
貧
苦
の
中
で
夭
折
し
、

埋
も
れ
て
い
た
洋
画
家
・
青
木
を
世
に
出
し
た

の
は
、
同
じ
郷
土
の
美
術
評
論
家
、
京
都
国
立

近
代
美
術
館
館
長
を
務
め
た
河
北
倫
明
（
う
き

は
市
出
身
）
で
、
美
術
学
校
在
学
中
か
ら
青
木

を
研
究
テ
ー
マ
に
し
、
青
木
の
代
表
作
「
黄
泉

比
良
坂
」（
第
１
回
白
鳥
会
賞
受
賞
作
品
）
を

同
校
文
庫
で
発
見
す
る
な
ど
、
青
木
再
評
価
に

尽
力
し
た
。
河
北
宅
は
竹
垣
で
囲
ま
れ
、
現
存

す
る

㉟ 柳坂曽根のハゼ並木 
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明
治
の
文
豪
・
夏
目
漱
石
は
耳
納
山
歩
き
や
思
索
を
通
じ
て
俳
人
か
ら
小
説

家
へ
の
道
を
切
り
拓
い
て
い
っ
た
。
「
草
枕
」
や
「
坊
ち
ゃ
ん
」
な
ど
の
代
表

作
に
、
耳
納
の
里
が
描
写
さ
れ
、
句
碑
は
、
漱
石
の
新
し
い
ス
タ
ー
ト
へ
の
「
し

る
べ
」
で
も
あ
る
。 

夏
目
漱
石
は
、
親
友
・
菅
虎
雄
（
ド
イ
ツ
語
学
者
）
を
訪
ね
て
久
留
米
を
訪

れ
る
た
び
、
耳
納
連
山
を
歩
い
て
い
る
。
眼
下
に
広
が
る
筑
後
平
野
と
筑
後
川

の
風
景
、
特
に
桜
と
菜
の
花
を
愛
し
た
。
明
治
３
０
年
夏
「
久
留
米
に
至
り
、

高
良
山
に
登
り
、
そ
れ
よ
り
山
越
え
を
致
し
、
発
心
と
申
す
処
の
桜
を
見
物
致

し
候
」
と
手
紙
に
あ
る
。 

「
山
道
を
登
り
な
が
ら
考
え
た
。
智
に
働
け
ば
角
が
立
つ
、
情
に
掉
さ
せ
ば

流
さ
れ
る
。
意
地
を
通
せ
ば
窮
屈
だ
。
兎
角
に
人
の
世
は
住
み
に
く
い
」
（
草

枕
）

―
と
、
有
名
な
書
き
出
し
で
始
ま
る
「
草
枕
」
は
、
一
人
の
画
家
が
高
良
山
を

山
越
え
す
る
情
景
を
描
き
な
が
ら
、
漱
石
自
身
が
語
っ
て
い
る
よ
う
に
「
俳
句

的
小
説
」
で
、
彼
の
芸
術
観
と
小
説
観
を
表
現
し
た
自
信
作
で
あ
っ
た
。 

人
に
逢
わ
ず

雨
降
る
山
の

花
盛 
（
森
林
つ
つ
じ
公
園
）

「
草
枕
」
の
中
で
も

突
然
の
雨
で
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
っ
て
山
を
下
る
場
面
が
出

て
く
る
。 

「
茫
々
た
る
薄
墨
色
の
世
界
を
、
幾
条
の
銀
箭
が
斜
め
に
走
る
な
か
を
、
ひ

た
ぶ
る
に
濡
れ
て
行
く
わ
れ
を
、
わ
れ
な
ら
ぬ
人
の
姿
と
思
え
ば
、
詩
に
も
な
る
、
句
に
も
読

ま
れ
る
」（
同
） 

濃
や
か
に 

弥
生
の
雲
の 

流
れ
け
り

（
発
心
城
跡
）

山
を
下
る
途
中
に
発
心
公
園
が
あ
る
。
草
野
氏
最
後
の
城
主
・
家
清
が
築
い
た
発
心
城
跡
で
、

漱
石
は
桜
見
物
に
こ
こ
を
訪
れ
て
い
る
。
現
在
も
、
発
心
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
桜
の
名
所

と
な
っ
て
い
る
。 

松
を
も
て 

囲
い
し
谷
の

桜
か
な

（
発
心
公
園
）

今
は
、
松
林
は
な
い
が
、
句
碑
は
桜
の
木
に
囲
ま
れ
て
、
花
吹
雪
の
中
に
立
っ
て
い
る
。

こ
の
耳
納
の
山
行
き
と
は
別
に
、
明
治
三
十
二
年
一
月
、
大
分
・
耶
馬
渓
を
巡
り
、
日
田
か

ら
船
で
下
り
、
吉
井
の
街
に
泊
ま
っ
て
い
る
。 

懐
か
し
む
衾
に
聞
く
や
馬
の
鈴 

（
吉
井
民
俗
歴
史
資
料
館
前
） 

旅
情
の
こ
も
っ
た
句
で
あ
る
。 

久
留
米
市
に
入
る
山
川
追
分
で
、

親
方
と

呼
び
か
け
ら
れ
し

毛
布
哉

（
山
川
追
分
） 

客
待
ち
の
人
力
車
車
夫
に
「
親
方
」
と
声
を
か
け
ら
れ
て
、
漱

石
は
し
き
り
に
面
白
が
っ
て
い
る
。 

② 漱石が歩いた道

夏
目
漱
石

（
１
８
６
７
～
１
９
１
６
）
本
名
・

金
之
助
。

東
京
都
出
身
、
小
説
家
。
東
京
帝

国
大
学
在
学
中
、
正
岡
子
規
か
ら

俳
句
を
学
ぶ
。
俳
号
・
愚
陀
仏
。
卒

業
後
、
愛
知
県
松
山
市
で
中
学
校

教
諭
、
次
い
で
熊
本
。
先
輩
で
ド
イ

ツ
文
学
研
究
者
・
管
虎
雄
宅
に
寄

宿
、
第
五
高
等
学
校
教
授
。
熊
本
で

結
婚
。
高
浜
虚
子
の
勧
め
で
「
吾
輩

は
猫
で
あ
る
」（
明
治
三
七
年
）
を

執
筆
、
続
い
て
「
草
枕
」「
二
百
十

日
」（
同
三
十
九
年
）
を
発
表
。
朝

日
新
聞
社
入
社
。「
虞
美
人
草
」「
三

四
郎
」「
そ
れ
か
ら
」「
門
人
」
な
ど

を
誌
面
に
連
載
。
大
正
十
五
年
十

二
月
、
胃
潰
瘍
で
大
量
出
血
し
死

去
。
享
年
五
十
歳

㊱ 
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赤
、
白
、
青
に
彩
色
さ
れ
た
「
あ
の
世
」
へ
の
旅

筑
後
川
の
流
れ
、
豊
か
な
筑
後
平
野
、
耳
納
の
清
流
。
人
々
は
耳
納
連
山
の
北
麓
に
、

古
く
か
ら
住
み
付
き
、
暮
ら
し
、
文
化
を
育
ん
で
き
た
。
縄
文
時
代
の
石
器
な
ど
の
出
土

品
、
弥
生
時
代
の
甕
棺
群
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
大
き
く
花
開
く
の
は
古
墳
時
代
だ
。

山
麓
に
２
千
を
超
え
る
墳
墓
が
造
ら
れ
、
６
世
紀
後
半
に
は
彩
色
さ
れ
た
装
飾
古
墳
や
巨

大
な
前
方
後
円
墳
が
登
場
、
今
は
古
墳
公
園
に
整
備
、
古
代
ま
ほ
ろ
ば
の
世
界
に
浸
る
こ

と
が
出
来
る
。 

奈
良
時
代
に
な
る
と
、
筑
後
国
府
が
置
か
れ
、
源
平
合
戦
で
功
名
を
上
げ
た
草
野
氏
の

領
国
と
な
り
約
４
０
０
年
、
そ
の
繁
栄
ぶ
り
が
旧
城
下
町
、
寺
社
に
残
っ
て
い
る
。
江
戸

期
を
通
し
て
も
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
。 

１
１
月
初
旬
、
草
野
の
古
民
家
が
一
斉
に
公
開
さ
れ
る
「
草
野
ま
ち
か
ど
博
物
館
」
や
、

春
に
は
、
隣
の
白
壁
の
街
・
吉
井
の
「
筑
後
吉
井
お
ひ
な
さ
ま
め
ぐ
り
」
な
ど
、
街
歩
き

を
楽
し
む
人
々
で
賑
合
う
。
草
野
に
あ
る
江
戸
中
期
の
白
壁
屋
敷
「
鹿
毛
鶴
之
助
邸
」
は

町
並
み
保
存
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
。
古
民
家
に
代
々
伝
わ
る
美
術
品
や
庭
を
鑑
賞
で
き

る
「
草
野
ま
ち
か
ど
博
物
館
」
で
は
草
野
の
文
化
の
豊
か
さ
と
深
さ
を
感
じ
る
。「
筑
後
吉

井
お
ひ
な
さ
ま
め
ぐ
り
」
で
は
白
壁
の
「
居
蔵
」
な
ど
吉
井
商
人
の
富
と
力
を
示
す
建
物

群
も
公
開
さ
れ
る
。

⑴

古
代
ま
ほ
ろ
ば
の
里
へ

（
コ
ー
ス
＝
日
岡
・
月
岡
古
墳
―
屋
形
古
墳
群
―
森
部
平
原
古
墳
群
―
大
塚
古
墳
）

耳
納
連
山
の
北
麓
に
は
、
円
墳
群
、
巨
大
な
前
方
後
円
墳
が
ひ
し
め
い
て
い
た
。
多
く
が
果

樹
園
造
成
な
ど
で
消
え
て
行
っ
た
が
、
桜
の
名
所
で
、
公
園
化
さ
れ
た
森
部
平
原
古
墳
群
（
久

留
米
市
田
主
丸
）
に
は
７
０
基
に
も
及
ぶ
円
墳
群
（
県
指
定
史
跡
）、
横
穴
式
石
室
も
道
路
わ
き

に
幾
つ
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
最
大
の
円
墳
は
権
現
塚
古
墳
（
６
世
紀
前
半
）
。
３
重
の
周
濠

を
巡
ら
せ
、
全
長
１
５
０
ｍ
で
九
州
最
大
級
。
隣
の
御
塚
古
墳
（
５
世
紀
末
）
も
３
重
の
周
濠

を
持
ち
、
全
長
１
２
３
ｍ
。
古
墳
公
園
と
な
っ
て
い
る
。

平
原
公
園
か
ら
降
り
る
と
、「
当
国
一
の
大
塚
な
り
」
と
筑
後
国
史
（
嘉
永
六
年
、
１
８
５
３
）

が
書
か
れ
た
。
前
方
後
円
墳
（
全
長
１
０
３
ｍ
、
円
墳
直
径
６
０
ｍ
）
と
し
て
有
名
な
田
主
丸

大
塚
古
墳
。
そ
の
周
辺
広
く
古
墳
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
そ
こ
に
た
た
ず
む
と
１
５
０
０
年

前
の
古
代
世
界
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
で
き
る
。 

日
岡
、
日
岡
古
墳
は
若
宮
神
社
を
挟
ん
で
両
側
に
あ
る
。
全
長
７
４
ｍ
級
の
日
岡
古
墳
（
前

方
後
円
墳
・
う
き
は
市
吉
井
町
）
は
最
初
の
装
飾
古
墳
で
同
じ
赤
、
緑
な
ど
彩
色
さ
れ
、
同
心

円
文
、
三
角
文
が
石
室
壁
に
び
っ
し
り
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
国
宝
級
と
さ
れ
る
金
銅
で
装
飾

し
た
兜
（
庇
付
鉄
冑
）
な
ど
が
多
数
、
副
葬
さ
れ
て
い
た
の
は
月
岡
古
墳
だ
。
月
岡
古
墳
は
直

径
８
０
ｍ
の
円
墳
を
持
ち
、
い
ず
れ
も
大
き
な
富
と
力
を
持
っ
た
豪
族
の
存
在
を
思
わ
せ
る
。

朝
鮮
半
島
に
も
出
兵
し
た
的
臣
一
族
と
伝
え
ら
れ
、
大
和
政
権

か
ら
送
り
込
ま
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

屋
形
古
墳
群
（
同
吉
井
町
・
国
史
跡
）
に
は
４
基
の
装
飾
古
墳

が
あ
る
。
同
心
円
文
や
三
角
文
の
文
様
装
飾
が
多
い
が
、
珍
敷

塚
古
墳
の
石
室
壁
画
㊲
は
、
具
象
的
だ
。
ゴ
ン
ド
ラ
の
舳
先
に

と
ま
る
一
羽
の
鳥
に
案
内
さ
れ
「
あ
の
世
」
へ
航
海
す
る
光
景

が
描
か
れ
弓
矢
を
入
れ
る
靫
（
ゆ
ぎ
）
弓
、
盾
を
持
つ
武
人
が
見

え
る
。
果
樹
園
の
坂
道
を
登
っ
た
原
古
墳
に
は
漕
ぎ
手
二
人
、

太
刀
、
弓
矢
、
盾
な
ど
が
描
か
れ
、
鳥
船
塚
古
墳
で
は
２
本
の
帆

柱
の
船
が
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
。

古
墳
時
代
、
耳
納
連
山
の
麓
に
は
、
力
を
持
っ
た
豪
族
が
支

配
力
を
誇
り
、
巨
大
な
前
方
後
円
墳
を
造
り
、
ま
た
装
飾
古
墳

は
福
岡
、
熊
本
に
わ
た
る
九
州
北
部
地
域
の
独
特
の
文
化
と
し

て
広
が
っ
て
い
る
。 

耳納の里 豊かな歴史は文化をはぐくむ 

古
代
か
ら
、
鎌
倉
～
江
戸
、
明
治
ま
で
、 

時
代
を
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

㊲ 珍敷塚古墳＝あの世への 

旅立ちが描かれている。 

③ 歴史を巡る道

九州最大の田主丸王塚古墳。公園化され憩いの場である 
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⑵ 

古
寺
巡
礼
、
神
の
祈
り 

 

○
草
野
一
門
４
０
０
年
の
栄
枯
盛
衰
今
に
伝
え
る 

古
寺
巡
礼
（
永
勝
寺
―
千
光
寺
―
大
生
寺
―
専
念
寺
） 

 

お
寺
巡
り
は
、
柳
坂
の
ハ
ゼ
並
木
が
紅
葉
す
る
秋

が
良
い
。
緩
や
か
な
柳
坂
を
登
っ
て
、
大
杉
と
紅
葉
に

包
ま
れ
た
永
勝
寺
へ
。
仁
王
石
像
に
会
釈
し
て
日
本

三
薬
師
様
、
そ
し
て
学
問
の
文
殊
菩
薩
に
合
掌
。
創
建

は
白
鳳
九
年
（
６
８
０
）
と
古
い
。
も
っ
と
古
い
の
が

観
興
寺
で
約
３
０
年
さ
か
の
ぼ
る
白
雉
年
間
の
創
建

と
い
う
。
カ
ヤ
の
大
木
で
掘
っ
た
千
手
観
音
像
が
本

尊
、
鎌
倉
末
期
の
「
絹
本
著
色
観
興
寺
縁
起
」
は
国
重

要
文
化
財
。 

時
代
は
下
っ
て
、
草
野
時
代
。
中
国
帰
り
の
茶
の
開

祖
・
栄
西
を
招
い
て
建
立
さ
れ
た
千
光
寺
は
日
本
最

古
の
禅
寺
の
一
つ
（
建
立
１
１
９
２
年
）。
２
５
０
０

株
が
花
開
く
「
あ
じ
さ
い
寺
」
と
し
て
も
参
拝
者
が
多

い
。
古
刹
で
言
え
ば
、
大
生
寺
が
あ
る
。
行
基
の
創
設

と
伝
え
ら
れ
、
筑
前
、
肥
前
、
筑
後
に
２
７
５
の
末
寺

を
擁
し
、
一
大
勢
力
を
誇
っ
て
い
た
。
大
友
氏
の
兵
火

に
消
え
た
が
、
後
、
有
馬
家
の
力
で
再
興
さ
れ
た
。
や

は
り
行
基
の
創
建
（
和
銅
元
年
・
７
０
８
年
）・
石
垣

観
音
寺
は
樹
齢
３
０
０
年
、
ハ
ル
サ
ザ
ン
カ
の
大
木

が
２
月
に
満
開
と
な
り
、
サ
ザ
ン
カ
祭
り
が
行
わ
れ

る
。 草

野
家
最
後
の
城
主
・
家
清
の
時
代
に
再
建
さ
れ

た
専
念
寺
は
絢
爛
豪
華
な
装
い
で
、
本
堂
の
中
心
柱

は
金
色
、
他
の
柱
も
朱
と
金
泥
で
彩
り
、
彩
色
豊
か
な

壁
画
と
鳳
凰
の
欄
間
、
龍
の
格
子
天
井
。
前
庭
は
小
堀

遠
州
の
作
庭
。 

草
野
氏
城
主
・
家
清
が
、
九
州
征
伐
に
侵
攻
し
た
秀

吉
に
南
関
に
呼
び
出
さ
れ
殺
さ
れ
る
。
伴
侍
１
１
人

は
果
敢
に
戦
う
も
討
死
、
発
心
城
の
６
５
人
も
殉
死
。
鎌
倉
か
ら
安
土
桃
山
と
４
０
０
年
以
上

続
い
た
草
野
氏
は
絶
え
、
草
野
も
城
下
町
と
し
て
の
繁
栄
は
終
わ
り
を
告
げ
る
。
江
戸
期
に
入

る
と
豊
後
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
地
域
の
信
仰
を
集
め
、
城
下
町
の
面
影
と
共
に
、
今

に
伝
え
て
い
る
。 

耳
納
北
麓
の
古
寺
は
、
壮
大
な
規
模
を
持
つ
伽
藍
で
は
な
い
が
、
根
強
い
地
域
の
信
仰
を
集

め
、
四
季
折
々
の
山
里
の
花
々
に
彩
ら
れ
、
祭
り
が
行
わ
れ
る
親
し
み
と
安
ら
ぎ
の
場
と
な
っ

て
い
る
。 

 ○
山
部
の
古
刹 

病
気
を
い
や
し
学
問
成
就
を
祈
る 

神
社
巡
り
（
高
良
大
社
―
北
野
天
満
宮
―
若
宮
八
幡
宮
―
須
佐
能
袁
神
社
） 

 

耳
納
連
山
の
西
端
か
ら
お
参
り
を
始
め
よ
う
。
高
良
山
（
３
１
２
ｍ
）
に
鎮
座
す
る
「
筑
後
一
之

宮
」
で
あ
る
高
良
大
社
（
玉
垂
宮
）
⑤
は
履
中
天
皇
元
年
（
４
０
０
年
）
の
創
建
と
伝
え
ら
れ
、
多

く
の
信
仰
を
集
め
る
正
一
位
の
格
式
あ
る
大
社
。
国
重
要
文
化
財
の
石
造
大
鳥
居
、
本
殿
、
拝
殿
と

も
大
き
く
、
古
く
か
ら
五
穀
豊
穣
、
現
在
で
は
無
病
長
命
の
願
い
を
聞
き
届
け
て
く
だ
さ
る
。
河
童

に
つ
い
て
の
伝
説
も
。 

祈
り
の
場
で
あ
る
と
共
に
、
政
治
、
軍
事
の
要
衝
。
源
平
の
争
い
、
南
北
朝
、
戦
国
時
代
を
通
し

て
こ
の
一
帯
で
、
攻
防
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
平
家
追
討
に
功
あ
っ
た
草
野
一
門
が
北
麓
を
領
地

と
し
て
４
０
０
年
以
上
、
こ
の
間
、
歴
代
城
主
は
寺
社
の
創
建
再
建
に
力
を
注
ぎ
、
現
在
も
寺
社
が

そ
の
栄
華
を
今
に
伝
え
て
い
る
。 

筑
後
川
を
渡
っ
て
北
野
天
満
宮
（
久
留
米
市
北
野
町
）

は
菅
原
道
真
の
分
霊
を
祀
る
。
朱
塗
り
の
楼
門
が
印
象

的
。
お
く
ん
ち
（
神
幸
祭
・
１
０
月
）
は
華
や
か
で
、
大

名
、
稚
児
行
列
が
鐘
や
太
鼓
、
笛
の
お
囃
子
の
中
を
約
１

㎞
も
続
く
。 

草
野
氏
の
居
城
・
竹
井
城
址
近
く
の
若
宮
八
幡
宮
（
久

留
米
市
草
野
）
は
文
治
三
年
（
１
１
８
年
）、
平
家
追
討
の

加
護
を
受
け
て
建
立
。
今
で
も
花
笠
を
か
ぶ
っ
た
稚
児
な

ど
古
式
豊
か
な
御
神
幸
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
。
須
佐
能
袁

神
社
（
創
建
１
１
９
７
年
）
は
、
別
名
、
草
野
祇
園
社
。

檜
皮
葺
の
本
殿
、
拝
殿
、
楼
門
共
に
県
重
要
文
化
財
。
こ

こ
の
神
幸
行
列
は
「
草
野
風
流
」
と
呼
ば
れ
、
鬼
を
先
払

い
に
し
た
大
名
行
列
、
獅
子
舞
い
な
ど
で
天
下
泰
平
、
五

穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
。 

朱に塗られた専念寺本堂 千光寺 あじさい寺とも呼ばれる。建久三年建立。 

懐良王陵も有名 

 

㊳ 須佐能袁神社＝祭りで草野風流が大名行

列する。夏には神達祭りが行われる。 
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➃ 

カ
ッ
パ
を
訪
ね
る
道 

 

○
葦
平
の
河
童
談
義 

神
社
の
ご
神
体
に
な
っ
た
河
童
は
５
体
、
石
造
１
８
体
の
ほ
か
ブ
ロ
ン
ズ
像

も
・
・
・
。
と
に
か
く
田
主
丸
の
人
た
ち
は
河
童
が
好
き
な
の
だ
。
そ
ん
な
土

地
柄
に
ぞ
っ
こ
ん
ほ
れ
込
ん
だ
の
が
火
野
葦
平
。
小
説
「
糞
尿
譚
」
で
芥
川
賞

を
受
賞
し
た
北
九
州
・
若
松
の
作
家
だ
が
、
河
童
を
訪
ね
て
田
主
丸
に
通
い
詰

め
、
河
童
族
グ
ル
ー
プ
も
作
っ
た
。
そ
の
名
は
『
九
年
坊
本
山
田
主
丸
河
童
族
』
，

う
ぐ
い
す
色
の
法
被
を
愛
用
し
た
。「
な
ん
で
ん
か
ん
で
ん
屁
の
河
童
」
を
信
条

と
す
る
第
２
世
代
に
引
き
継
が
れ
、
８
月
８
日
に
大
祭
を
行
っ
て
い
る
。 

こ
の
地
に
伝
わ
る
河
童
話
を
聞
い
て
は
書
き
と
め
、「
河
童
曼
荼
羅
」
な
ど
計

４
３
編
の
小
説
を
書
い
て
、
河
童
王
国
・
田
主
丸
の
地
名
を
全
国
区
に
広
げ
た
。 

河
童
の
よ
う
な
人
間
も
い
た
。「
鯉
と
り
ま
あ
し
ゃ
ん
」
（
上
村
政
雄
さ
ん
・

愛
称
あ
ぶ
ら
ま
）
と
呼
ば
れ
筑
後
川
に
裸
で
潜
り
、
大
鯉
を
抱
い
て
獲
っ
た
。

相
撲
も
強
く
、
こ
の
土
地
の
宮
相
撲
で
「
大
関
」
を
張
っ
て
い
た
。
葦
平
は
河

童
や
鯉
獲
り
を
題
材
に
幾
編
も
の
小
説
を
書
い
て
い
る
。「
私
は
死
ぬ
ま
で
河
童

か
ら
脱
け
ら
れ
な
い
と
観
念
し
て
い
る
」
と
う
れ
し
そ
う
だ
っ
た
。 

吉
井
町
や
田
主
丸
町
は
河
童
の
本
拠
地
、
総
大
将
・
九
千
坊
が
こ
こ
に
本
陣

を
張
っ
て
い
る
。
北
野
天
満
宮
で
は
菅
原
道
真
を
助
け
よ
う
と
、
追
手
を
相
手

に
奮
闘
し
た
河
童
の
将
・
三
千
坊
が
右
腕
を
切
り
落
と
さ
れ
、
そ
の
腕
が
天
満

宮
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
。
平
清
盛
の
化
身
と
い
う
河
童
・
巨
瀬
入
道
も
い
て
、

河
童
も
多
士
済
々
だ
。 

河
童
の
い
た
ず
ら
話
も
多
い
、
怠
け
も
の
も
い
る
。
女
好
き
で
夜
遊
び
好
き

の
「
樋
の
上
の
弥
五
郎
か
っ
ぱ
」
は
、
昼
間
は
樋
の
上
で
寝
て
ば
か
り
。
寝
て

い
る
う
ち
に
ド
ボ
ン
と
川
へ
。
と
こ
ろ
が
寝
て
い
る
う
ち
に
頭
の
皿
の
水
が
乾

き
、
泳
ぐ
力
が
出
な
い
ま
ま
、
お
ぼ
れ
死
ん
だ
―
と
い
っ
た
民
話
が
至
る
所
に

あ
る
。 

巨
瀬
川
が
筑
後
川
に
平
行
し
て
流
れ
て
い
る
。
こ
の
川
に
河
童
族
が
多
く
「
生

息
」
す
る
。
橋
の
欄
干
に
寝
そ
べ
っ
た
り
、
相
撲
を
取
っ
た
り
、
う
ず
く
ま
っ
た
り
。

平
原
古
墳
公
園
の
山
中
に
も
河
童
が
い
た
。
さ
あ
、
ど
ん
な
河
童
に
出
会
え
る
か
、

楽
し
み
だ
。 

 

○
河
童
め
ぐ
り
、
川
め
ぐ
り 

Ｊ
Ｒ
田
主
丸
駅
の
ホ
ー
ム
で
迎
え
て
く
れ
る
の
は
、
身
の
丈
４

ｍ
も
あ
ろ
う
か
と
い
う
青
緑
の
大
河
童
⑧
。
頭
の
皿
に
手
を
や
っ

て
鎮
座
し
て
い
る
。
改
札
口
を
出
て
、
振
り
返
る
と
駅
の
建
物
が
ま

る
ご
と
河
童
だ
っ
た
。
黄
色
い
く
ち
ば
し
に
大
き
な
目
。
河
童
王

国
・
頭
目
の
九
千
坊
に
率
い
ら
れ
、
遠
く
パ
ミ
ー
ル
山
地
か
ら
移

住
、
田
主
丸
を
安
住
の
地
と
し
て
来
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
駅
舎
で
も

あ
る
「
ふ
る
さ
と
会
館
」
に
入
る
と
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
河
童
、
色
っ

ぽ
い
女
河
童
が
描
か
れ
、
河
童
た
ち
の
口
上
も
あ
れ
こ
れ
。
こ
こ
で

も
ら
っ
た
河
童
マ
ッ
プ
を
手
に
、
河
童
と
の
出
会
い
を
期
待
し
な

が
ら
歩
き
始
め
る
。
巨
瀬
川
沿
い
、
雲
雀
川
、
駅
前
歩
道
に
は
河
童

た
ち
が
ウ
ヨ
ウ
ヨ
し
て
い
る
。
特
に
雲
雀
川
沿
い
の
河
童
像
は
相

撲
を
取
っ
た
り
、
膝
を
抱
い
た
り
。
な
ん
で
も
、
平
成
２
年
か
ら
河

童
の
町
お
こ
し
が
始
ま
り
、
１
５
０
体
は
あ
る
と
い
う
。
毎
年
７
月

に
は
「
か
っ
ぱ
祭
り
」
が
行
わ
れ
る
。 

 ○
神
様
と
相
撲
を
取
る 

ま
ず
は
神
様
に
な
っ
た
河
童
様
に
ご
挨
拶
す
る
。
お
祭
り
で

「
河
童
祭
文
」
を
読
み
上
げ
る
神
社
（
須
佐
能
袁
神
社
）
も
あ
る
。
高
橋
大
明
神
は
神
様
と
河

童
が
相
撲
を
取
っ
た
と
こ
ろ
。
河
童
は
人
一
倍
、
相
撲
好
き
。
神
様
と
相
撲
を
取
る
こ
と
に
な

っ
た
。
神
様
は
河
童
の
強
さ
を
知
っ
て
い
る
か
ら
一
計
を
案
じ
た
。
彼
ら
の
力
の
源
泉
は
頭
の

皿
の
水
だ
か
ら
こ
れ
を
乾
か
せ
ば
よ
い
。
取
り
組
み
の
時
間
を
夕
方
と
し
て
、
日
中
、
日
の
照

り
つ
け
る
場
所
で
待
た
せ
た
。
思
惑
ど
お
り
、
皿
は
カ
ラ
カ
ラ
に
乾
い
て
し
ま
っ
て
、
力
を
出

せ
ず
、
神
様
の
勝
ち
、
に
な
っ
た
と
い
う
。 

街
を
歩
く
と
、
カ
ッ
パ
は
橋
の
欄
干
な
ど

で
、
が
っ
ぷ
り
四
つ
に
組
ん
で
い
た
り
、
負
け

た
の
か
頭
を
か
い
た
り
、
う
ず
く
ま
っ
て
い

た
り
、
川
沿
い
に
何
体
も
の
河
童
の
像
を
見

つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
。「
河
童
は
そ
っ
と
う

な
ず
き
合
い 
葦
の
葉
の
そ
よ
風
に 

身
を

震
わ
し
も
つ
れ
合
い
、
角
力
を
取
り 

ま
ろ

び
あ
い
（
中
略
）
い
つ
ま
で
も
遊
ぶ
河
童
の
子 

つ
ら
つ
ら
と
河
童
の
子
」（
北
原
白
秋
）。 

火野葦平と愉快な仲間たち  

角力を取り まほろび合い いつまでも遊ぶ河童の子  
 

○65  
○66 
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コ
ラ
ム 

五
庄
屋
の
物
語 

 

浮
羽
、
吉
井
地
方
が
豊
か
な
穀
倉
地
帯
に
一
変
し
た
の
は
、
江
戸
時
代
（
寛
文
年
間
）、
五
庄
屋
が
命
懸
け
で
造
っ
た
筑
後
川
・
大

石
堰
か
ら
の
導
水
に
よ
っ
て
灌
漑
用
水
が
確
保
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
特
に
吉
井
の
街
に
は
南
新
川
、
災
除
川
、
巨
瀬
川
の
３
つ
の

川
が
流
れ
、
潤
し
て
い
る
。 

筑
後
川
温
泉
郷
の
上
流
に
大
石
堰
が
あ
る
。
川
沿
い
の
堤
防
に
「
五
庄
屋
遺
跡
」
と
大
き
な
看
板
が
立
て
ら
れ
、
す
ぐ
横
に
「
水

神
」
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
目
を
筑
後
川
に
向
け
る
と
、
川
を
井
堰
が
渡
り
、
シ
ラ
サ
ギ
が
１
羽
、
石
像
の
よ
う
に
立
ち
、
カ
モ
の
親

子
が
群
れ
て
い
る
。
導
水
路
に
は
滔
々
と
水
音
を
立
て
て
流
れ
込
ん
で
い
る
。
建
設
が
失
敗
し
た
時
の
「
磔
の
柱
」
ま
で
建
て
ら
れ

な
が
ら
住
民
が
力
を
合
わ
せ
、
大
石
を
運
び
、
川
を
掘
っ
た
。 

そ
の
流
れ
は
吉
井
の
街
を
巡
り
、「
暮
ら
し
の
水
」
と
な
り
、
街
に
風
情
を
与
え
て
い
る
。
南
新
川
の
「
水
神
社
」
は
石
造
り
祠
、

そ
の
傍
ら
を
急
流
は
白
波
を
た
て
て
流
れ
下
っ
て
い
る
。
大
変
な
水
量
だ
。
住
宅
の
石
垣
沿
い
の
水
路
を
流
れ
、
出
入
り
口
の
橋
や
、

荷
揚
げ
場
跡
、
水
汲
み
場
も
残
っ
て
い
る
。 

㊴ 

コ
ラ
ム 

河
童
好
き
の
作
家
・
火
野
葦
平 

（
１
９
０
７
～
１
９
６
０
） 

火
野
葦
平
ほ
ど
、
河
童
好
き
の
作
家
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
河
童
の
里
・
田
主
丸

（
久
留
米
市
）
に
通
い
つ
め
、
河
童
に
ま
つ
わ
る
民
話
、
伝
承
を
集
め
た
。「
晩

年
の
５
つ
の
楽
し
み
」（
西
日
本
新
聞
に
寄
稿
）
の
中
で
、
５
つ
の
う
ち
河
童
の

絵
を
集
め
た
画
集
、
日
本
河
童
考
の
出
版
の
２
つ
が
河
童
関
連
だ
し
、
自
宅
を
河

童
の
住
む
家
「
河
伯
洞
」
と
名
付
け
て
い
る
ほ
ど
だ
。 

北
九
州
市
若
松
出
身
。
本
名
、
玉
井
勝
則
、
石
炭
積
み
込
み
の
仲
仕
の
親
方
、

金
五
郎
の
息
子
。
旧
制
小
倉
中
学
か
ら
早
稲
田
大
学
へ
進
ん
だ
が
、
家
業
を
継
ぐ

た
め
中
退
。
作
家
へ
の
志
は
変
わ
ら
ず
、「
糞
尿
譚
」
を
書
き
、
芥
川
賞
を
受
賞

し
た
。
作
品
は
２
百
冊
以
上
に
上
る
。 

 

こ
の
命
う
ず
む
る
覚
悟
出
で
て
ゆ
く
河
童
の
道
の
凛
然
と
し
て 

 

と
詠
い
、
従
軍
記
者
と
し
て
中
国
戦
地
に
向
か
い
、「
麦
と
兵
隊
」
な
ど
兵
隊

３
部
作
を
世
に
問
う
。
戦
後
、
昭
和
２
３
年
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
っ
て
２
年
間
、
公
職

追
放
さ
れ
た
。 

昭
和
３
５
年
１
月
２
３
日
夜
、「
漠
然
と
し
た
不
安
の
た
め
。
さ
よ
う
な
ら
」

と
書
い
て
、
睡
眠
薬
自
殺
。
享
年
５
３
．
葦
平
忌
は
高
塔
山
で
行
わ
れ
る
。 



28 

 

○
フ
ル
ー
ツ
と
植
木
の
里 

耳
納
連
山
の
山
麓
は
、
果
物
の
里
で
あ
る
。
耳
納
の
お
山
か
ら
流
れ
下
る
清
流
と

山
間
に
形
成
さ
れ
た
水
通
し
の
良
い
三
角
州
の
粒
の
粗
い
土
壌
を
利
用
し
て
、
果

樹
園
が
次
々
と
造
成
さ
れ
、
ブ
ド
ウ
、
カ
キ
、
イ
チ
ジ
ク
、
い
ち
ご
な
ど
甘
く
お
い

し
い
果
物
の
一
大
産
地
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
長
い
年
月
と
研
究
・
品
種
改
良
の

努
力
の
末
、
実
ら
せ
た
「
巨
峰
ブ
ド
ウ
」
は
、
全
国
に
名
を
馳
せ
て
い
る
。 

 

○
巨
峰
物
語 

 

田
主
丸
の
「
山
の
道
」
を
歩
く
と
、
観
光
農
園
「
ぶ
ど
う
狩
り
」
の
果
樹
園
が
続

く
。
田
主
丸
町
だ
け
で
２
０
０
軒
以
上
あ
る
と
い
う
。
大
粒
で
芳
醇
な
味
を
持
つ

「
巨
峰
」
に
魅
せ
ら
れ
、
観
光
バ
ス
や
家
族
連
れ
な
ど
訪
れ
る
人
が
多
い
。 

巨
峰
ワ
イ
ン
工
場
に
は
、
山
辺
の
道
か
ら
約
２
０
０
ｍ
、
木
立
の
間
か
ら
石
組
み

と
白
壁
の
貯
蔵
庫
が
３
棟
並
び
、
そ
の
上
に
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
り
、
若
い
女
性
客
で

賑
わ
う
。
葡
萄
と
ワ
イ
ン
祭
り
は
毎
年
９
月
上
旬
。
１
１
月
の
柿
狩
り
シ
ー
ズ
ン
に

な
る
と
ヌ
ー
ボ
ー
祭
り
。
巨
峰
ワ
イ
ン
、
柿
ワ
イ
ン
の
新
酒
が
楽
し
め
る
。 

大
き
な
粒
の
房
を
付
け
る
新
品
種
「
巨
峰
」
の
開
発
（
石
原
早
生
と
巨
大
粒
の
セ

ン
テ
ニ
ア
ル
に
品
種
交
配
、
１
９
４
０
年
）
は
、
大
井
上
康
博
士
に
よ
る
も
の
だ
っ

た
。
し
か
し
、
戦
争
、
戦
後
の
混
乱
で
栽
培
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
不
遇
に
終
わ
る
。

そ
の
種
を
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
田
主
丸
に
持
ち
込
ん
だ
の
は
門
下
生
、
越
智
通
重
氏
だ
っ
た
。 

そ
の
頃
、
田
主
丸
の
農
家
４
７
人
が
、
果
樹
栽
培
の
振
興
と
自
ら
の
技
術
向
上
を
目
指
し
て

「
九
州
理
農
研
究
所
」
を
創
設
し
た
。
お
互
い
資
金
を
出
し
合
っ
て
立
ち
上
げ
た
、
農
民
に
よ

る
農
業
の
た
め
の
研
究
所
、
所
長
に
招
い
た
の
が
越
智
氏
だ
っ
た
。 

昭
和
３
２
年
、
初
め
て
巨
峰
の
苗
木
が
植
え
ら
れ
た
。
冬
の
剪
定
、
３
月
に
は
伸
び
た
蔓
を

棚
に
結
び
付
け
る
と
５
月
頃
小
さ
な
実
を
付
け
始
め
、
６
月
に
袋
掛
け
し
て
８
月
中
旬
に
は
大

き
な
房
に
育
ち
収
穫
と
な
る
。
苦
労
の
多
い
作
業
が
続
く
が
、
そ
の
味
と
大
き
さ
が
何
よ
り
の

報
酬
だ
。
巨
峰
畑
の
片
隅
に
「
越
智
先
生
感
謝
の
石
碑
」
㊸
が
あ
る
。 

 ○
色
と
味
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
フ
ル
ー
ツ 

勿
論
、
ブ
ド
ウ
は
「
巨
峰
」
の
ほ
か
ピ
オ
ー
ネ
、
ロ
ザ
リ

オ
ロ
ッ
ソ
、
甲
斐
路
な
ど
色
も
粒
も
甘
さ
も
様
々
だ
。
ま
た

ブ
ド
ウ
だ
け
で
は
な
い
。
冬
か
ら
春
へ
の
イ
チ
ゴ
狩
り
か
ら

始
ま
っ
て
、
夏
７
月
の
モ
モ
狩
り
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
８
月

の
ナ
シ
、
ブ
ド
ウ
。
秋
１
０
月
末
か
ら
カ
キ
狩
り
。
不
老
長

寿
の
果
物
・
イ
チ
ジ
ク
狩
り
に
は
夏
果
と
秋
果
が
あ
る
。「
富

有
柿
」
は
と
く
に
有
名
で
、
お
お
き
な
も
の
で
１
個
５
０
０

ｇ
に
も
な
り
、
柿
の
王
様
と
呼
ば
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
風
格

を
持
っ
て
お
り
、
糖
度
が
高
く
、
サ
ク
サ
ク
と
し
た
食
感
が

人
気
を
呼
ん
で
い
る
。 

巨峰とワインとぶどうの物語 
 

巨峰ワイナリー 

 森の中に白い壁。醸成されるワイン 

㊵ 胡麻祥酎・紅乙女の円形貯蔵屋 
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○
山
苞
（
や
ま
づ
と
）
の
道
（
久
留
米
市
田
主
丸
） 

山
苞
の
道
は
、
耳
納
の
麓
に
美
術
館
を
造
り
た
い
と
い
う
画
家
・
西
田
豊
さ
ん
の
願

い
か
ら
、
平
成
６
年
に
会
が
発
足
、
活
動
の
第
一
歩
と
し
て
道
の
名
を
募
集
し
た
。
３

３
３
通
の
応
募
か
ら
「
山
苞
に
も
た
せ
給
え
り
紅
葉
」（
源
氏
物
語
）
に
由
来
す
る
通
り

名
が
選
ば
れ
た
。 

 

耳
納
の
緑
に
囲
ま
れ
た
山
里
に
は
画
家
を
は
じ
め
工
芸
、
染
色
、
陶
芸
作
家
が
住
み

つ
い
て
い
た
。
み
ど
り
の
日
（
４
月
２
９
日
）
は
「
新
緑
を
訪
ね
て
山
苞
の
道
」
が
、

ま
た
文
化
の
日
（
１
１
月
２
、
３
日
）
に
は
「
来
て
見
て
ん
山
苞
の
道
」
の
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
、
油
絵
、
木
版
画
、
染
物
な
ど
の
作
品
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
で
販
売
さ
れ
る
。 

山
苞
は
ワ
ラ
に
包
ん
だ
土
産
物
の
意
味
で
、
こ
こ
で
生
ま
れ
た
作
品
を
お
土
産
に
持

っ
て
帰
っ
て
も
ら
う
と
共
に
、
山
里
の
風
景
や
人
々
の
温
か
さ
を
心
の
土
産
に
、
と
い

う
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。 

山
苞
の
道
か
ら
少
し
入
っ
た
山
麓
に
、
最
初
に
巨
峰
ブ
ド
ウ
の
栽
培
を
始
め
た
果
樹

農
家
が
造
り
だ
し
た
「
巨
峰
ワ
イ
ン
」
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
、
ま
た
隣
接
し
て
胡
麻
祥
酎

「
紅
乙
女
」
の
貯
蔵
庫
、
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
る
。
耳
納
の
春
を
告
げ
る
モ
ク
レ
ン
の
白

い
花
が
山
裾
を
染
め
る
内
山
緑
地
。
し
だ
れ
桜
並
木
、
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
散
策

路
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。 

        

 ㊸ 越智先生の記念碑 

コ
ラ
ム 

「
久
留
米
」
を
食
す 

 

イ
チ
ゴ 

筑
後
平
野
か
ら
生
ま
れ
る
農
産
物
は
、
豊
か
な
「
食
」
を
作

り
出
し
て
い
る
。
甘
さ
と
大
き
さ
で
人
気
の
い
ち
ご
「
あ
ま
お
う
」
は

赤
い
の
「
あ
」
、
丸
い
の
「
ま
」
、
大
き
い
の
「
お
」
、
そ
し
て
う
ま
い
の

「
う
」
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
。
福
岡
県
産
の
イ
チ
ゴ
は
、
ほ
と
ん
ど
が
、

「
あ
ま
お
う
」
だ
。 

 

焼
き
鳥 

久
留
米
は
焼
き
鳥
屋
さ
ん
が
多
い
。
人
気
の
秘
密
は
、
鶏
肉

に
あ
る
。
福
岡
県
特
産
の
「
博
多
地
鶏
」
は
軍
鶏
（
し
ゃ
も
）
と
ホ
ワ

イ
ト
ロ
ッ
ク
を
掛
け
合
わ
せ
。
脂
身
の
少
な
い
、
歯
ご
た
え
と
う
ま
み

を
持
っ
て
い
る
。
焼
き
鳥
の
ほ
か
、
水
炊
き
、
唐
揚
げ
に
も
。 
 

川
魚 

筑
後
川
は
魚
の
宝
庫
。
コ
イ
コ
ク
、
あ
ら
い
等
の
鯉
料
理
か
ら
、

ア
ユ
、
ウ
ナ
ギ
、
エ
ツ
ま
で
川
魚
料
理
が
お
い
し
い
。
他
に
す
っ
ぽ
ん

鍋
、
は
や
の
甘
露
煮
、
ガ
ニ
漬
ま
で
、
多
種
多
様
だ
。 

 

日
本
酒 

筑
後
と
言
え
ば
、
日
本
酒
。
城
島
や
三
潴
の
造
り
酒
屋
の
名

は
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
。
２
月
の
城
島
酒
蔵
開
き
を
は
じ
め
、
各
造

り
酒
屋
で
蔵
開
き
が
行
わ
れ
、
新
酒
を
楽
し
め
る
。
こ
れ
も
、
筑
後
の

良
質
米
の
お
か
げ
、
と
言
え
よ
う
。 

草
野
歴
史
資
料
館
（
久
留
米
市
草
野
） 

 

明
治
末
、
草
野
銀
行
本
店
と
し
て
建
て
ら

れ
た
和
洋
折
衷
の
木
造
建
築
で
国
登
録
文

化
財
。「
若
宮
八
幡
宮
縁
起
」
な
ど
草
野
氏
関

連
史
料
を
は
じ
め
、
城
下
町
か
ら
宿
場
町
と

発
展
し
て
き
た
草
野
地
区
の
歴
史
資
料
が

見
ら
れ
る
。
近
く
の
山
辺
道
文
化
館
は
大
正

期
に
病
院
と
し
て
建
て
ら
れ
た
和
洋
折
衷

の
木
造
建
築
。
伝
統
文
化
や
町
並
み
資
料
の

収
集
、
交
流
拠
点
と
も
な
っ
て
い
る
。
国
登

録
文
化
財
。 

吉
井
歴
史
民
俗
資
料
館 

（
う
き
は
市
吉
井
） 

 

装
飾
古
墳
・
月
岡
古
墳
か
ら
出

土
し
た
副
葬
品
・
眉
庇
付
き
冑
は

じ
め
、
こ
の
地
方
の
古
墳
群
関
連

資
料
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま

た
、
豊
後
街
道
を
走
る
蒸
気
機
関

車
な
ど
の
貴
重
な
写
真
資
料
、
農

機
具
な
ど
民
俗
史
料
も
展
示
さ
れ

て
い
る
。 

㊶ 

㊷ 



30 

 

み
ど
り
の
里
・
耳
納
風
景
街
道
を
貫
く

主
た
る
道
路
は
、
耳
納
連
山
の
北
麓
を
東

西
に
走
る
国
道
２
１
０
号
で
、
久
留
米
市

か
ら
大
分
市
間
（
路
線
延
長
約
１
４
５
㎞
）

の
う
ち
久
留
米
市
か
ら
、
う
き
は
市
の
日

田
市
境
ま
で
の
約
２
５
㎞
が
風
景
街
道
と

し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
風
景
街
道
に
は
、
国
道
２
１
０
号

と
並
行
し
、
耳
納
山
麓
側
を
通
る
県
道
１

５
１
号
が
あ
り
、
か
つ
て
の
旧
豊
後
街
道

の
山
辺
の
道
、
中
道
な
ど
が
重
な
っ
て
夜

明
ダ
ム
で
日
田
に
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
道
路
の
歴
史
は
古
く
、
江
戸
時
代
に
は

久
留
米
藩
（
有
馬
藩
）
と
天
領
・
日
田
を
む

す
ぶ
豊
後
街
道
。
博
多
、
熊
本
な
ど
か
ら
日

田
に
通
ず
る
総
称
・
豊
後
街
道
の
一
つ
で
、

日
田
街
道
あ
る
い
は
日
田
往
還
、
筑
後
街

道
な
ど
と
も
呼
ば
れ
た
。 

豊
後
街
道
は
、
筑
後
川
の
左
岸
一
帯
の

豊
か
な
穀
倉
地
帯
を
貫
き
、
古
く
か
ら
日

田
往
還
の
街
道
と
し
て
使
わ
れ
、
宿
場
町

も
栄
え
た
。
久
留
米
城
下
を
出
て
、
山
川
・

追
分
で
「
山
辺
の
道
」
と
「
中
道
」
と
に
分

れ
た
。
日
田
、
吉
井
、
田
主
丸
な
ど
へ
の
人

の
往
来
、
豊
か
な
産
品
が
、
こ
の
道
を
使
っ

て
、
筑
後
川
を
下
る
舟
運
と
共
に
久
留
米
、

さ
ら
に
河
口
の
若
津
港
、
全
国
へ
と
運
ば

れ
た
。
鉄
道
も
豊
後
街
道
に
敷
設
さ
れ
、
馬

車
軌
道
、
蒸
気
機
関
車
が
、
国
鉄
久
大
線
開

通
ま
で
走
っ
て
い
た
。 

現
在
も
草
野
、
吉
井
は
宿
場
町
の
町
並
み
を
残
し
、
吉
井
・
白
壁
通
り
を
走
る
蒸
気
機
関
車

の
写
真
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
（
吉
井
歴
史
民
俗
資
料
館
）。
国
道
２
１
０
号
「
浮
羽
バ
イ
パ

ス
」
が
久
留
米
市
田
主
丸
～
う
き
は
市
浮
羽
町
ま
で
約
１
４
ｋ
ｍ
に
新
し
く
造
ら
れ
、「
コ
ス

モ
ス
道
路
」
や
「
フ
ル
ー
ツ
道
路
」
と
し
て
整
備
中
だ
。 

ま
た
、
山
辺
の
道
か
ら
さ
ら
に
山
麓
寄
り
に
「
山
苞
の
道
」
と
名
付
け
ら
れ
た
道
も
風
景
街

道
に
入
っ
て
い
る
。
農
免
道
路
沿
い
に
絵
画
、
陶
芸
、
染
織
作
家
た
ち
が
ア
ト
リ
エ
を
建
て
、

山
に
包
ま
れ
、
お
土
産
沢
山
の
、
お
し
ゃ
れ
な
道
を
目
指
し
て
お
り
、
ワ
イ
ン
や
手
作
り
の
パ

ン
な
ど
が
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。 

 〇 

二
つ
の
宿
場
町 

 

豊
後
街
道
の
起
点
と
な
る
高
良
山
の
麓
に
は
宿
場
町
「
府
中
」
あ
り
、
日
田
へ
向
け
て
は
草

野
と
吉
井
の
二
つ
の
宿
場
町
が
栄
え
た
。
府
中
か
ら
吉
井
へ
は
府
中
の
東
側
・
山
川
追
分
で
分

岐
、
耳
納
山
麓
の
草
野
を
通
る
「
山
辺
の
道
」
と
、
筑
後
川
側
の
善
導
寺
、
田
主
丸
を
経
る
「
中

道
」
に
分
か
れ
る
。 

鎌
倉
時
代
か
ら
約
４
０
０
年
続
い
た
草
野
氏
の
城
下
町
は
江
戸
期
に
は
宿
場
町
と
な
り
、
田

主
丸
な
ど
で
は
枡
形
の
街
道
の
形
状
や
細
い
路
地
な
ど
江
戸
時
代
の
町
割
り
が
残
っ
て
い
る
。

ま
た
吉
井
町
（
う
き
は
市
）
も
宿
場
町
で
あ
る
と
共
に
、
ろ
う
そ
く
の
原
料
・
ロ
ウ
や
酒
蔵
、

醤
油
業
な
ど
の
産
業
と
商
家
が
軒
を
並
べ
栄
え
た
町
で
、
人
と
荷
の
往
来
が
激
し
か
っ
た
。 

「
吉
井
銀
」
を
流
通
さ
せ
る
ほ
ど
の
力
を
見
せ
た
吉
井
商
人
は
蓄
財
し
た
富
を
、
白
壁
造
り

や
水
路
整
備
な
ど
防
火
対
策
の
街
づ
く
り
、
道
路
改
修
、
橋
づ
く
り
な
ど
「
公
共
事
業
に
も
投

資
」
し
た
。 

 〇
国
道
２
１
０
号
を
蒸
気
機
関
車
が
走
る 

 

明
治
３
２
年
、
吉
井
を
訪
れ
た
夏
目
漱
石
が
詠
ん
だ
歌
の
句
碑
が
、
う
き
は
市
の
民
俗
資
料

館
前
に
あ
る
。 

な
つ
か
し
む
衾
に
聞
く
や
馬
の
鈴 

 
 
 
 
 
 

 
 

（
吉
井
の
宿
に
て
） 

春 久
留
米
つ
ば
き
フ
ェ
ア[

久
留
米
つ
ば
き
園]

（
草

野
） 

３
月
中
旬
～ 

た
の
し
ま
る
春
ま
つ
り[

田
主
丸]  

 

３
月
中
旬 

け
し
け
し
祭
り
［
兜
山
］
３
月
下
旬
青
木
繁
の
命
日 

３
月
２
５
日
に
近
い
日
曜
日 

久
留
米
つ
つ
じ
祭
り
［
久
留
米
市
百
年
公
園
］ 

４
月
５
日
か
ら
５
月
５
日 

久
留
米
つ
つ
じ
マ
ー
チ
［
久
留
米
市
一
帯
］ 

４
月
第
３
土
日 

開
山
忌[

善
導
寺]  

 

５
月
中
旬
か
ら
下
旬 

タ
ケ
ノ
コ
祭
り
（
う
き
は
市
） 

４
月
上
旬 

賀
茂
神
社
浮
羽
お
く
ん
ち 

４
月
１
１
日 

小
塩
つ
つ
じ
・
し
ゃ
く
な
げ
庭
園 

４
月
上
旬
～
５
月
上
旬 

筑
後
吉
井
の
小
さ
な
美
術
館
め
ぐ
り 

５
月
３
～
５
日 

浮
羽
麺
ま
つ
り 

５
月
下
旬 

耳
納
連
山
山
開
き 

夏 高
良
大
社
へ
こ
か
き
祭
り 

 

６
月
１
・
２
日 

須
佐
能
袁
神
社 

７
月
中
旬 

田
主
丸
花
火
大
会 

 

８
月
下
旬 

田
主
丸
ブ
ド
ウ
祭
り 

 

８
月
上
旬 

若
宮
八
幡
宮
御
神
幸
祭 

 

９
月
第
２
土
日 

花
火
動
乱
蜂
（
王
子
若
宮
八 

幡
宮
） 

９
月
１
５
日 

小
塩
ほ
た
る
狩
り
（
う
き
は
市
） 

６
月
上
旬 

調
音
の
滝
開
き 

７
月
上
旬 

流
水
プ
ー
ル
（
調
音
の
滝
） 

７
月
２
１
日
～
８
月
３
１
日 

吉
井
祇
園
祭 

７
月
２
１
・
２
２
日 

筑
後
川
温
泉
花
火
大
会 

７
月
２
８
日 

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
カ
キ
、
な
し
狩
り
な
ど
各
地
で 

イ
ベ
ン
ト 
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豊
後
街
道
を
鈴
の
音
を
響
か
せ
な
が
ら
行
く

馬
車
だ
ろ
う
か
。
田
主
丸
―
吉
井
間
を
筑
後
馬

車
鉄
道
が
走
り
始
め
た
の
は
明
治
３
６
年
。
漱

石
が
訪
れ
た
こ
ろ
は
ま
だ
馬
車
鉄
道
は
な
か
っ

た
。
次
い
で
、
翌
明
治
３
７
年
に
は
石
油
発
動

機
関
車
に
な
り
久
留
米
ま
で
延
長
。
同
４
３
年
、

街
な
か
を
ジ
グ
ザ
グ
に
造
ら
れ
た
道
路
の
直
線

化
や
拡
幅
が
進
み
、
現
在
の
白
壁
通
り
を
黒
煙

上
げ
て
走
る
蒸
気
機
関
車
の
写
真
が
残
っ
て
い

る
。
豊
後
街
道
は
、
吉
井
商
人
、
地
主
な
ど
民
間

の
力
で
整
備
が
進
ん
で
い
る
の
が
大
き
な
特
徴

だ
。
田
主
丸
も
産
業
、
経
済
の
中
心
地
と
し
て

栄
え
、
酒
、
し
ょ
う
ゆ
、
呉
服
な
ど
様
々
な
商
家

が
軒
を
並
べ
て
お
り
、
中
で
も
久
留
米
藩
御
用

商
人
「
手
津
屋
」
が
本
店
を
構
え
、
筑
後
川
河
口

の
若
津
港
か
ら
大
阪
へ
廻
船
す
る
な
ど
大
き
な

商
売
を
展
開
し
て
い
た
。 

次
い
で
昭
和
６
年
、
国
鉄
久
大
線
が
開
通
。
道
路
と
鉄
道
、
舟
運
と
３
本
だ
て
の
輸
送
手
段

が
そ
ろ
っ
た
。
ま
た
、
耳
納
山
麓
で
発
展
し
た
櫨
ロ
ウ
生
産
、
植
木
、
果
樹
園
な
ど
に
伴
っ
て

脇
道
も
造
ら
れ
、
現
在
の
緑
の
里
・
耳
納
風
景
街
道
の
大
き
な
地
域
資
産
と
な
っ
て
い
る
。
国

道
２
１
０
号
バ
イ
パ
ス
は
そ
の
沿
道
が
コ
ス
モ
ス
街
道
や
フ
ル
ー
ツ
の
道
づ
く
り
が
行
わ
れ
、

風
倒
木
の
チ
ッ
プ
を
除
草
用
に
活
用
す
る
社
会
実
験
も
進
行
中
だ
。

〇
国
重
点
の
道
の
駅

風
景
街
道
の
西
側
に
は
「
道
の
駅
く
る
め
」
、
東
端
に
は
「
道
の
駅
う
き
は
」
が
あ
り
、
風
景

街
道
へ
の
ガ
イ
ド
拠
点
と
も
な
っ
て
い
る
。 

国
重
点
・
道
の
駅
に
指
定
さ
れ
た
「
道
の
駅
う
き
は
」
は
国
道
２
１
０
号
沿
い
に
あ
り
、「
道

の
駅
く
る
め
」（
久
留
米
市
善
導
寺
）
と
共
に
地
元
の
農
産
物
直
売
、
散
策
な
ど
の
観
光
情
報
も

得
ら
れ
、
大
変
な
賑
わ
い
だ
。 

「
道
の
駅
う
き
は
」
は
、
く
ど
造
り
民
家
を
模
し
た
建
物
が
ユ
ニ
ー
ク
で
、
か
つ
て
階
段
式

野
外
劇
場
が
造
ら
れ
た
跡
を
復
元
す
る
工
事
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
水
と
緑
の
街
と
し
て
環
境

重
視
の
た
め
、
Ｅ
Ｖ
自
動
車
を
使
っ
て
の
集
荷
、
宅
配
や
山
村
と
の
連
携
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
活

動
を
目
指
し
て
い
る
。 

「
道
の
駅
く
る
め
」

は
土
地
の
野
菜
を
た

っ
ぷ
り
使
っ
た
レ
ス

ト
ラ
ン
が
人
気
で
、
緑

花
流
通
セ
ン
タ
ー
の

入
り
口
に
あ
り
、
柳
坂

曽
根
の
ハ
ゼ
並
木
の

散
策
や
苗
木
を
求
め

る
人
た
ち
の
拠
点
と

も
な
っ
て
い
る
。

㊹ 豊後街道を走る蒸気機関車（吉井） 

秋
 

コ
ス
モ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
北
野
町
）

１
０
月
第
２
、
３
土
日

高
良
山
お
く
ん
ち
（
秋
期
大
祭
）

１
０
月
９
～
１
１
日

北
野
天
満
宮
お
く
ん
ち

１
０
月
第
３
日
曜

来
て
見
て
ん
山
苞
の
道
（
田
主
丸
）

１
１
月
２･
３
日

草
野
ま
ち
か
ど
博
物
館

１
１
月
上
旬

田
主
丸
耳
納
の
市
（
福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ

ー
）

１
１
月
上
旬

柳
坂
ハ
ゼ
祭
り

１
１
月
上
旬
～

棚
田in

う
き
は
彼
岸
花
め
ぐ
り

９
月
中
旬

棚
田
オ
ー
ナ
ー
収
穫
祭

９
月
中
旬

う
き
は
祭
り

１
１
月
初
旬

吉
井
し
ら
か
べ
楽
市
楽
座

１
１
月
初
旬

ち
く
ご
吉
井
お
宝
市

１
１
月
第
２
土
日

う
き
は
は
ぜ
並
木
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

１
１
月
上
旬

カ
キ
狩
り

冬

 

三
夜
さ
ま
（
田
主
丸
・
月
讀
神
社
）

１
月
２
３
～
２
５
日

石
垣
観
音
寺
さ
ざ
ん
か
祭
り

２
月
中
旬

小
塩
冬
ほ
た
る

１
２
月
１
日
～

親
子
た
こ
あ
げ
大
会
（
大
石
放
水
路
）

１
月
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北野天満宮
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諏訪神社
善院の天満宮
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高橋神社
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月読神社
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